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一
　
は
じ
め
に

　
二
〇
世
紀
初
頭
の
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
心
に
い
た
の
は
、
疑
い
な
く
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ

ス
（
一
八
七
四
―
一
九
三
六
）
と
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
（
一
八
五
六
―
一
九
三
九
）
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
二
年
に
自
ら
編
集
・
発
行
し

て
い
た
雑
誌
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
で
「
道
徳
と
犯
罪
」（F115: 1 -24, 1902

）
と
題
し
た
論
文
を
発
表
し
て
以
来
、
姦
通
や
同
性
愛
、
売
春

を
刑
事
裁
判
で
裁
く
こ
と
を
批
判
し
、
私
的
領
域
に
お
け
る
性
的
自
由
を
訴
え
た
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
。
一
九
〇
五
年
に
『
性
理
論
三

篇
』
を
発
表
し
、「
無
垢
な
子
ど
も
」
と
い
う
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
的
な
市
民
道
徳
に
真
っ
向
か
ら
挑
戦
す
る
よ
う
な
幼
児
性
欲
の
存
在
を

論
じ
た
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
。
両
者
が
一
時
期
友
好
関
係
に
あ
り
、「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
め
ぐ
る
論
争
に
お
い
て
い
わ
ば

「
共
闘
関
係
」
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
つ
と
に
知
ら
れ
て
い（
1
）る。

　
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ
イ
ト
の
個
人
的
関
係
は
、
一
九
〇
四
年
一
〇
月
に
フ
ロ
イ
ト
が
ク
ラ
ウ
ス
に
対
し
彼
の
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
お
け
る

論
説
を
賞
賛
す
る
手
紙
を
送
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
（F257 -258: 40, 1

（
2
）

908

）。
当
時
フ
ロ
イ
ト
は
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
の
定
期
的
な
読
者
で
、

自
ら
の
著
作
に
お
い
て
も
た
び
た
び
ク
ラ
ウ
ス
に
言
及
し
て
い（
3
）る。
一
九
〇
六
年
一
月
、
オ
ッ
ト
ー
・
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
に
自
ら
の
ア
イ

デ
ア
を
剽
窃
さ
れ
た
の
は
フ
ロ
イ
ト
の
責
任
だ
と
憤
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
リ
ー
ス
に
手
を
焼
い
た
フ
ロ
イ
ト
は
ク
ラ
ウ
ス
に
助
け
を

求（
4
）め、
ク
ラ
ウ
ス
は
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
誌
上
で
こ
の
問
題
を
論
じ
る
（F210: 26 -27, 1906

）。
こ
の
件
に
関
し
、
フ
ロ
イ
ト
は
「
フ
リ
ー

ス
事
件
は
惨
め
な
も
の
だ
が
、
あ
な
た
と
個
人
的
な
知
り
合
い
に
な
る
と
い
う
願
い
は
か
な
え
て
く
れ
そ
う
で
す
」
と
書
簡
で
ク
ラ
ウ
ス

に
書
き
送（
5
）り、
他
の
書
簡
で
も
自
ら
の
思
想
と
ク
ラ
ウ
ス
の
そ
れ
と
の
「
部
分
的
一
致
」
を
指
摘
し
た（
6
）り、「
わ
れ
わ
れ
少
数
派
は
団
結

す
べ
き
な
の
で
す
」
と
ク
ラ
ウ
ス
を
自
分
の
同
志
と
み
な
す
よ
う
な
発
言
も
し
て
い（
7
）る。
こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
両
者

の
関
係
が
一
八
歳
年
上
の
フ
ロ
イ
ト
の
熱
心
な
歩
み
寄
り
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
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一
方
で
ク
ラ
ウ
ス
も
同
性
愛
を
め
ぐ
る
裁
判
を
批
判
す
る
に
際
し
、「
わ
れ
わ
れ
は
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
教
授
と
共
に
、
同
性

愛
者
が
刑
務
所
に
入
る
べ
き
人
間
で
も
、
精
神
病
院
に
入
る
べ
き
人
間
で
も
な
い
こ
と
を
認
め
る
洞
察
と
勇
気
を
持
つ
べ
き
だ
」（F187: 

21, 1905
）
と
フ
ロ
イ
ト
の
名
に
言
及
し
て
自
説
を
展
開
し
、
さ
ら
に
は
幼
児
性
欲
の
強
調
ゆ
え
に
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
フ
ロ
イ
ト

の
『
性
理
論
三
篇
』
に
対
す
る
好
意
的
な
書
評
を
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
掲
載
し
た
（F191: 8 -11, 1

（
8
）

905

）。
こ
の
時
期
の
両
者
を
評
し
て
、

ま
る
で
「
双
子
」
の
よ
う
で
あ
っ
た
、
と
呼
ぶ
研
究
者
も
い（
9
）る。

　
し
か
し
一
九
〇
八
年
こ
ろ
ま
で
続
い
た
こ
の
良
好
な
関
係
は
、
次
第
に
冷
却
化
し
、
一
九
一
〇
年
に
決
定
的
な
断
絶
を
迎
え
る
。
同
年

ク
ラ
ウ
ス
は
「
精
神
分
析
と
か
い
う
も
の
は
、
自
分
た
ち
だ
け
は
例
外
と
し
て
、
世
界
に
お
け
る
す
べ
て
の
も
の
を
性
的
原
因
へ
と
還
元

す
る
好
色
な
合
理
主
義
者
た
ち
の
活
動
の
こ
と
だ
」（F300: 26, 1910

）
と
痛
烈
に
批
判
し
た
。
こ
う
し
た
攻
撃
に
対
し
フ
ロ
イ
ト
は
公

的
に
は
沈
黙
を
守
っ
た
も
の
の
、
精
神
科
医
サ
ン
ド
ー
ル
・
フ
ェ
レ
ン
ツ
ィ
宛
書
簡
の
中
で
、
か
つ
て
自
著
の
中
で
「
才
気
活
発
な

作
）
10
（
家
」
と
呼
ん
だ
ク
ラ
ウ
ス
を
「
偉
大
な
劇
的
才
能
を
持
っ
た
と
て
つ
も
な
い
知
的
不
具
者
」
と
こ
き
下
ろ
し
て
い
）
11
（
る
。
な
ぜ
こ
こ
ま
で

両
者
の
関
係
は
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
関
係
の
変
化
の
過
程
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
両
者
の
関
係
の
断
絶
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
一
人
の
人
物
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
彼
こ
そ
フ
リ
ッ
ツ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
（
一
八
八
〇
―
一
九
五
〇
）
で
あ
）
12
（
る
。

　
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
一
八
八
〇
年
に
ウ
ィ
ー
ン
の
同
化
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
医
師
と
な
る
。

早
く
か
ら
文
筆
活
動
に
も
関
心
を
持
ち
、
一
九
〇
六
年
末
に
ク
ラ
ウ
ス
に
手
紙
を
送
っ
て
自
ら
の
原
稿
を
売
り
込
み
、
一
九
〇
七
年
か
ら

翌
年
五
月
に
か
け
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
一
三
本
の
論
文
や
創
作
を
掲
載
し
た
。
ま
た
一
九
〇
六
年
よ
り
勤
め
先
の
ウ
ィ
ー
ン
中
央
病
院
に

お
け
る
フ
ロ
イ
ト
の
講
義
に
参
加
し
、
一
九
〇
七
年
三
月
に
ウ
ィ
ー
ン
精
神
分
析
協
会
へ
の
加
盟
を
許
さ
れ
る
と
、
一
九
一
〇
年
ま
で
に

（
自
著
の
合
評
会
も
含
め
）
一
〇
回
の
報
告
を
行
っ
た
。
彼
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ
イ
ト
両
方
の
サ
ー
ク
ル
に
属
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
だ
が
フ
ロ
イ
ト
と
ク
ラ
ウ
ス
を
「
二
人
の
精
神
的
父
親
」（M

em
oirs,48

）
と
呼
ぶ
こ
の
人
物
は
、
ク
ラ
ウ
ス
研
究
、
フ
ロ
イ
ト
研
究
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双
方
に
お
い
て
悪
名
高
い
。
な
ぜ
な
ら
彼
こ
そ
一
九
一
〇
年
一
月
に
精
神
分
析
協
会
に
お
い
て
、「
フ
ァ
ッ
ケ
ル
・
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」
と
題

し
た
報
告
を
行
い
、
俗
流
精
神
分
析
的
手
法
で
ク
ラ
ウ
ス
の
言
論
活
動
を
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
説
明
し
、
こ
れ
を
耳
に

し
た
ク
ラ
ウ
ス
の
精
神
分
析
嫌
い
を
決
定
付
け
た
人
物
と
い
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
こ
れ
に
飽
き
足
ら
ず
、
ク
ラ
ウ
ス
と
そ

の
仲
間
た
ち
を
揶
揄
し
た
小
説
『
エ
ゼ
キ
エ
ル

―
よ
そ
も
の
』
を

―
フ
ロ
イ
ト
の
制
止
を
振
り
切
っ
て

―
一
九
一
〇
年
秋
に
出
版

し
、
ク
ラ
ウ
ス
の
さ
ら
な
る
怒
り
と
買
う
と
共
に
フ
ロ
イ
ト
に
も
い
わ
ば
「
破
門
」
さ
れ
、
精
神
分
析
協
会
を
脱
会
し
た
。
彼
は
二
人
の

父
か
ら
同
時
期
に
「
勘
当
」
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
興
味
深
い
こ
と
に
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
ク
ラ
ウ
ス
や
フ
ロ
イ
ト
の
知
己
を
得
た
一
九
〇
七
年
か
ら
、
両
者
と
関
係
が
断
絶
す
る
一
九
一

〇
年
は
、
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ
イ
ト
の
関
係
が
次
第
に
冷
却
化
し
て
い
く
時
期
と
重
な
る
。
し
か
し
レ
オ
・
レ
ン
シ
ン
グ
や
エ
ド
ワ
ー
ド
・

テ
ィ
ム
ズ
ら
の
先
行
研
）
13
（

究
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
三
者
間
の
関
係
は
特
に
日
本
に
お
い
て
は
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い
が
た
い
。

そ
れ
は
資
料
的
な
制
約
と
同
時
に
、
ク
ラ
ウ
ス
研
究
に
お
い
て
も
フ
ロ
イ
ト
研
究
に
お
い
て
も
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
あ
く
ま
で
脇
役
的
存

在
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
だ
が
近
年
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
晩
年
に
記
し
た
『
自
伝
』
が
刊
行
さ
れ

た
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
三
者
間
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
）
14
（
た
。
本
論
の
第
一
の
目
的
は
こ
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
『
自
伝
』
や
ク
ラ
ウ
ス
、

フ
ロ
イ
ト
の
各
種
書
簡
、『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
所
収
の
論
文
、
精
神
分
析
協
会
の
議
事
録
と
い
っ
た
一
次
資
料
を
用
い
て
、
三
者
の
関
係
が

始
ま
る
一
九
〇
七
年
か
ら
断
絶
を
迎
え
る
一
九
一
〇
年
に
か
け
て
の
関
係
性
（
部
分
的
に
は
一
九
三
〇
年
代
に
い
た
る
関
係
性
）
の
変
化
を
時

系
列
的
に
再
構
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
愛
憎
相
半
ば
す
る
三
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ
イ
ト
の
関
係
が
悪

化
し
て
い
く
過
程
を
記
述
し
、
両
者
の
伝
記
的
研
究
の
空
白
部
を
埋
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
論
の
第
二
の
目
的
は
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
議
論
を
軸
に
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ
イ
ト
の
応
答
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
両

者
の
思
想
の
類
似
点
と
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ
イ
ト
双
方
の
サ
ー
ク
ル
に
出
入
り
し
て
い
た
ヴ
ィ
ッ

テ
ル
ス
は
、「
フ
ロ
イ
ト
的
ク
ラ
ウ
ス
主
義
者
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ス
の
強
い
影
響
下
で
書
か
れ
た
ヴ
ィ
ッ
テ
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ル
ス
の
論
文
を
フ
ロ
イ
ト
が
ど
の
よ
う
に
論
評
し
た
の
か
、
さ
ら
に
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
精
神
分
析
的
手
法
を
ク
ラ
ウ
ス
が
ど
う
評
価
し
た

の
か
を
見
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ
イ
ト
の
思
想
の
類
似
点
と
相
違
点
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
筆
者
は
考

え
て
い
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
協
会
で
の
報
告
に
対
応
す
る
論
文
を
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
も
掲
載
し
て
い
る
た
め
、『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
論

文
か
ら
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
報
告
の
詳
し
い
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
協
会
の
議
事
録
か
ら
そ
れ
へ
の
フ
ロ
イ
ト
の
反
応
を
知
る
こ
と
が
可
能

な
の
で
あ
る
。
本
論
を
通
じ
て
、
ク
ラ
ウ
ス
＝
フ
ロ
イ
ト
関
係
の
変
化
を
時
系
列
的
に
追
う
と
共
に
、
両
者
の
理
論
的
な
対
立
を
、

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
と
い
う
い
わ
ば
二
人
に
と
っ
て
の
「
不
肖
の
息
子
」
の
議
論
を
軸
に
据
え
な
が
ら
見
て
い
く
。

二
　
ク
ラ
ウ
ス
＝
フ
ロ
イ
ト
＝
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス

―
三
者
関
係
の
変
化

㈠
　「
二
人
の
父
」
と
の
出
会
い

　
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
と
ク
ラ
ウ
ス
の
直
接
の
個
人
的
関
係
は
、
一
九
〇
六
年
末
に
「
自
分
の
小
説
は
ど
れ
一
つ
と
し
て
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
の

そ
れ
に
引
け
は
取
ら
な
い
」
と
い
う
自
尊
自
大
な
手
紙
を
、
自
作
の
小
説
を
同
封
し
て
、
ク
ラ
ウ
ス
に
送
り
つ
け
た
こ
と
に
始
ま
る

（M
em

oirs, 45 -47

）。
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
若
者
の
原
稿
を
受
け
入
れ
、
一
九
〇
七
年
二
月
に
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
掲
載
し
た
（F218: 14 -

20, 1907

）。
だ
が
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
と
ク
ラ
ウ
ス
、
さ
ら
に
フ
ロ
イ
ト
を
近
づ
け
た
の
は
、
む
し
ろ
こ
の
次
の
号
に
ア
ヴ
ィ
セ
ン
ナ
と
い
う

筆
名
で
投
稿
し
た
社
会
批
判
的
な
医
学
論
文
「
刑
法
の
最
大
の
犯
罪
（
堕
胎
の
禁
止
）」（F219: 1 -22, 1907

）
で
あ
っ
）
15
（
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル

ス
自
身
、
こ
の
論
文
を
「
フ
ロ
イ
ト
の
発
見
と
ク
ラ
ウ
ス
の
哲
学
」
に
基
づ
く
も
の
、
と
呼
ん
で
い
る
（M

em
oirs,45

）。

　
同
論
の
中
で
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
、
胎
児
は
刑
法
犯
罪
を
構
成
す
る
よ
う
な
法
人
格
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
し
、
子
を
持
ち
た
く
な

い
母
親
あ
る
い
は
望
ま
な
い
妊
娠
を
し
て
し
ま
っ
た
女
性
を
非
難
す
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
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で
堕
胎
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
理
由
を
、
教
会
＝
国
家
＝
資
本
の
結
び
つ
き
に
見
て
、「
教
会
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
、
軍
国
主
義
は
新
兵
を
、

資
本
主
義
は
ク
ー
リ
ー
を
必
要
と
し
て
い
る
、
そ
れ
も
無
力
な
そ
れ
を
」
と
主
張
す
る
（F219:12

）。
彼
の
主
張
と
は
、
望
ま
な
い
妊
娠

の
結
果
貧
困
の
中
に
生
ま
れ
る
多
数
の
無
力
な
人
民
を
、
教
会
＝
国
家
＝
資
本
が
欲
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
堕
胎
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
、
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
加
え
て
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
母
体
の
健
康
の
た
め
の
堕
胎
の
可
能
性
を
論
じ
る
。
こ
れ
は
結
核
や
心
臓
病
な
ど
出
産
に
耐
え
ら
れ
な
い
身

体
の
女
性
を
配
慮
し
た
意
見
で
あ
る
一
方
で
、
妊
娠
イ
コ
ー
ル
出
産
と
い
う
不
安
か
ら
女
性
を
解
放
す
る
と
い
う
意
図
を
持
っ
た
議
論
で

も
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
妊
娠
の
恐
怖
を
助
長
す
る
堕
胎
の
禁
止
が
、
性
生
活
へ
の
不
安
、「
性
的
悲
惨
（sexuelle N

ot

）」

（F219:18

）
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　
堕
胎
が
法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
女
性
は
医
師
に
よ
っ
て
適
切
な
処
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
も
ぐ
り
の
医
師
に
身
体

を
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
出
産
後
の
子
殺
し
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
中
絶
を
認
め
な
い
国
家
を
「
ろ
く
で
な
し

（O
berlum

p

）」（F219:20

）
と
非
難
し
、
堕
胎
を
犯
罪
と
し
て
懲
役
刑
を
定
め
た
刑
法
第
一
四
四
条
以
下
の
改
正
を
求
め
、「
い
か
な
る

女
性
も
出
産
を
強
制
さ
れ
え
な
い
」
と
訴
え
た
（F219:12

）。

　
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
に
よ
る
と
、
こ
の
論
文
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
彼
は
フ
ロ
イ
ト
の
個
人
的
な
知
己
を
得
る
。
も
と
も
と
彼
は
一
九
〇

六
年
春
か
ら
勤
務
先
の
病
院
で
の
フ
ロ
イ
ト
の
講
義
に
参
加
し
て
い
た
が
、『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
で
の
論
文
を
読
ん
だ
フ
ロ
イ
ト
が
講
義
の

後
、
出
席
者
の
一
人
で
あ
る
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
に
自
ら
声
を
か
け
「
こ
れ
は
君
が
書
い
た
の
か
い
。
こ
れ
は
ま
る
で
声
明
文
の
よ
う
だ
が
、

私
は
こ
の
す
べ
て
の
文
章
に
同
意
す
る
よ
」
と
賞
賛
し
た
と
い
う
（M

em
oirs, 32 -33,   48

）。
そ
し
て
論
文
発
表
か
ら
一
ヶ
月
ほ
ど
経
っ

た
三
月
二
七
日
に
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
、
叔
父
の
イ
ジ
ド
ー
ル
・
ザ
ド
ガ
ー
の
推
薦
も
あ
っ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
精
神
分
析
協
会
に
加
盟
し
た

（Protokolle I, 138, 145

）。

　
同
様
に
、
こ
の
論
文
の
発
表
以
降
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
ウ
ィ
ー
ン
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
に
た
む
ろ
す
る
ク
ラ
ウ
ス
の
サ
ー
ク
ル
に
も
迎
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え
入
れ
ら
れ
、
カ
ー
ル
・
ハ
ウ
ア
ー
や
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ヤ
ニ
コ
ウ
ス
キ
ー
と
い
っ
た
ク
ラ
ウ
ス
の
友
人
た
ち
に
紹
介
さ
れ
た
。

彼
の
論
文
は
ク
ラ
ウ
ス
・
サ
ー
ク
ル
内
部
で
も
評
判
が
良
く
、
ク
ラ
ウ
ス
も
同
じ
く
堕
胎
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ッ
セ
イ
を
三
月
に
刊
行
し

た
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
執
筆
し
（F221:19 -20, 1907

）、
劇
作
家
の
フ
ラ
ン
ク
・
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト
も
六
月
に
雑
誌
『
モ
ル
ゲ
ン
』
に
発
表

し
た
エ
ッ
セ
）
16
（
イ
の
中
で
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
論
文
に
肯
定
的
に
言
及
し
て
い
る
（
ク
ラ
ウ
ス
と
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト
は
友
人
で
、
一
九
〇
五
年
に
ウ
ィ
ー

ン
で
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト
の
戯
曲
『
パ
ン
ド
ラ
の
箱
』
を
上
演
す
る
の
に
際
し
ク
ラ
ウ
ス
は
積
極
的
に
協
力
し
、
自
ら
も
端
役
で
出
演
し
）
17
（

た
）。

　
そ
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
同
様
に
堕
胎
を
禁
じ
る
ド
イ
ツ
帝
国
の
刑
法
第
二
一
八
条
を
、

「
女
性
の
身
体
の
内
奥
を
男
性
的
冒
険
心
の
所
有
物
と
し
て
刑
法
に
よ
っ
て
囲
い
込
も
う
」
と
す
る
試
み
で
あ
る
と
批
判
し
、「『
フ
ァ
ッ

ケ
ル
』
に
お
い
て
、
フ
リ
ッ
ツ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
博
士
が
胎
児
に
対
す
る
犯
罪
の
処
罰
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
の
で
、
女
性
の
独

立
運
動
の
前
衛
た
ち
は
ぜ
ひ
こ
の
議
論
を
自
分
た
ち
の
闘
い
の
歌
に
ま
で
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
に
好
意
的
に
論

じ
）
18
（
た
。
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
エ
ッ
セ
イ
を
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
で
紹
介
し
（F229:21 -22, 1907

）、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
と
連
名
で
謝
辞
を
記
し
た

は
が
き
を
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト
に
送
っ
て
い
）
19
（

る
。

　
だ
が
こ
の
「
中
絶
の
合
法
化
」
と
い
う
、
一
見
リ
ベ
ラ
ル
な
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
に
加
担
し
た
か
に
見
え
る
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
議
論
は
、

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
思
想
的
源
泉
か
ら
湧
き
出
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
彼
の
議
論
は
ヴ
ェ

デ
キ
ン
ト
や
ハ
ウ
ア
ー
ら
ク
ラ
ウ
ス
・
サ
ー
ク
ル
の
面
々
に
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
一
方
で
、
フ
ロ
イ
ト
・
サ
ー
ク
ル
の
面
々
か
ら

は
不
審
の
念
を
持
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
思
想
的
源
泉
と
は
、
世
紀
転
換
期
の
ウ
ィ
ー
ン
に
特
徴
的
な
「
性
的
存

在
」、「
ヘ
タ
エ
ラ
（H

etäre

）」
と
し
て
の
女
性
観
で
あ
っ
）
20
（

た
。

㈡
　
フ
ロ
イ
ト
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
＝
ク
ラ
ウ
ス
へ
の
違
和
感

　
フ
ロ
イ
ト
・
サ
ー
ク
ル
内
に
お
け
る
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
へ
の
違
和
感
は
、
早
く
も
一
九
〇
七
年
春
に
顕
在
化
す
る
。
精
神
分
析
協
会
に
加
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入
早
々
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
四
月
に
「
タ
ー
ト
ヤ
ナ
・
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
」、
五
月
に
二
週
連
続
で
「
女
医
」、「
偉
大
な
ヘ
タ
エ
ラ
」
と

三
回
に
わ
た
っ
て
報
告
を
行
い
、
独
特
の
女
性
心
理
学
を
展
開
し
た
。
簡
単
に
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
そ
れ
に
対
す
る
フ
ロ
イ
ト
・
サ
ー
ク

ル
の
反
応
を
見
て
い
こ
う
。

　
最
初
の
報
告
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
タ
ー
ト
ヤ
ナ
・
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
」（Protokolle I, 150 -156

）
と
は
帝
政
ロ
シ
ア
の
高
官
を
暗
殺
し

よ
う
と
し
た
テ
ロ
リ
ス
ト
の
名
前
で
あ
る
が
、
報
告
に
対
応
す
る
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
所
収
の
論
文
タ
イ
ト
ル
が
「
女
暗
殺
者
た
ち
」

（F246:26 -38, 1908
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
歴
史
上
の
女
性
暗
殺
者
た
ち
を
精
神
分
析
し
た
報
告
で

あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
旧
約
聖
書
の
『
士
師
記
』
に
お
け
る
ヤ
エ
ル
、
同
じ
く
旧
約
（
外
典
）
の
『
ユ
デ
ィ
ト
記
』
に
お
け
る
ユ

デ
ィ
ト
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
時
に
マ
ラ
ー
を
殺
し
た
コ
ル
デ
、
そ
し
て
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
を
例
に
挙
げ
、
彼
女
た
ち
を
み
な
性
的
抑
圧
に
よ

る
ヒ
ス
テ
リ
ー
患
者
だ
っ
た
と
分
析
し
て
み
せ
る
。
し
か
も
旧
約
の
二
つ
の
事
例
に
お
い
て
は
、
彼
女
た
ち
が
予
期
し
た
性
的
満
足
を
与

え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ヤ
エ
ル
は
シ
セ
ラ
を
、
ユ
デ
ィ
ト
は
ホ
ロ
フ
ェ
ル
ネ
ス
を
殺
し
た
の
だ
と
解
釈
す
る
。
ま
た
ヴ
ィ
ッ
テ
ル

ス
に
よ
る
と
、
暗
殺
者
が
使
っ
た
凶
器
、
す
な
わ
ち
釘
（
ヤ
エ
ル
）、
ナ
イ
フ
（
コ
ル
デ
）、
リ
ボ
ル
バ
ー
（
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
）
は
、
い
ず

れ
も
男
性
の
生
殖
器
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
に
も
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
ユ
デ
ィ
ト
や
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
に
見
ら
れ
る
父
親
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
指
摘
し
て
み
せ
た
。

　
こ
の
報
告
に
対
し
、
フ
ロ
イ
ト
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
議
論
と
は
「
抑
圧
さ
れ
た
エ
ロ
テ
ィ
ー
ク
」
が
女
性
暗
殺
者
に
武
器
を
持
た
せ
た

と
い
う
解
釈
で
、
暗
殺
者
の
心
理
学
を
き
わ
め
て
正
確
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
、
と
賞
賛
し
て
い
る
。
そ
し
て
女
性
の
暗
殺
者
は
、
拒
絶

さ
れ
た
愛
を
憎
し
み
に
「
転
位
（Verw

andlung

）」
し
た
の
だ
、
と
説
明
を
加
え
）
21
（

た
。
こ
う
し
た
師
の
ほ
め
言
葉
に
後
押
し
さ
れ
た

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
、
討
論
の
最
後
に
も
発
言
し
「
女
性
が
行
い
、
感
じ
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
の
中
に
は
性
的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ

え
こ
れ
ら
の
行
為
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
説
明
が
つ
き
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
は
意
識
と
い
う
ち
っ
ぽ
け
な
か
け
ら
を
過
大
評
価
す
べ
き

で
は
な
い
の
で
す
」（Protokolle I, 156

）
と
付
け
加
え
た
。
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こ
の
議
論
の
一
ヶ
月
後
、
精
神
分
析
協
会
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
掲
載
し
た
論
文
「
女
医
」（F225:10 -24, 1907

）

の
合
評
会
を
行
っ
た
（Protokolle I, 182 -188

）。
こ
の
論
文
に
お
い
て
も
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
「
女
暗
殺
者
」
と
類
似
の
議
論
を
展
開
し
、

女
医
と
は
性
的
欲
求
を
性
的
目
的
か
ら
学
問
に
そ
ら
し
た
ヒ
ス
テ
リ
ー
患
者
で
あ
る
、
と
論
評
す
る
（F225:11 -12

）。
彼
に
従
え
ば
、

女
性
は
学
問
的
に
優
秀
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
ヒ
ス
テ
リ
ー
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
を
自
称
し
、
学
あ
る
女

に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
な
男
は
「
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
」
で
あ
る
。
彼
は
こ
う
し
た
「
女
医
」
と
は
異
な
る
、
性
的
存
在
と
し
て
の
女
性
を
「
女

（W
eib

）」
と
呼
び
、
現
代
社
会
で
女
ら
し
く
あ
る
こ
と
は
「
遅
れ
て
き
た
ギ
リ
シ
ア
女
（nachgeborene G

riechin

）」
で
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
と
述
べ
る
（F225:24
）。
そ
し
て
こ
う
し
た
「
真
の
女
ら
し
さ
（w

ahre W
eiblichkeit

）」
を
許
容
し
な
い
世
界
で
生
き
ざ
る
を
え

な
い
こ
と
は
、
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と
で
あ
る
、
と
結
ん
で
い
る
。

　
こ
の
議
論
は
精
神
分
析
協
会
の
面
々
か
ら
か
な
り
厳
し
い
批
判
を
加
え
ら
れ
た
。
例
え
ば
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ヒ
ッ
チ
ュ
マ
ン
は
、

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
議
論
は
性
的
な
も
の
を
過
大
評
価
し
て
お
り
、
い
わ
ば
「
性
交
す
る
ゆ
え
に
わ
れ
あ
り
（coito ergo sum

）」
と
主
張

す
る
よ
う
な
も
の
だ
、
と
述
べ
）
22
（
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
「
遅
れ
て
き
た
ギ
リ
シ
ア
女
、
ヘ
タ
エ
ラ
」
を
理
想
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

彼
は
「
実
際
の
ギ
リ
シ
ア
の
話
と
い
う
よ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
の
ギ
リ
シ
ア
通
り
﹇
当
時
の
売
春
街
﹈
の
話
を
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
」。
す

な
わ
ち
彼
の
議
論
は
同
時
代
の
売
春
婦
を
理
想
視
す
る
議
論
に
過
ぎ
な
い
、
と
ヒ
ッ
チ
ュ
マ
ン
は
喝
破
し
た
の
で
あ
る
（Protokolle I, 

185 -186

）。

　
同
じ
く
フ
ロ
イ
ト
も
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
議
論
に
若
干
の
賛
意
を
示
し
つ
つ
も
、
彼
の
議
論
に
は
半
分
あ
る
い
は
四
分
の
一
の
真
実
し

か
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
学
問
の
原
動
力
に
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
ヴ
ィ
ッ
テ

ル
ス
は
「
昇
華
さ
れ
た
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
「
む
き
出
し
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
区
別
で
き
て
い
な
い
。
そ
し
て
フ
ロ
イ
ト
は

次
の
よ
う
に
付
け
加
え
た
。
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ヘ
タ
エ
ラ
理
念
は
わ
れ
わ
れ
の
文
化
に
は
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
は
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
探
究
に
い
そ
し
み
ま
す
が
、
そ
れ
が
明
ら
か
に

な
っ
た
後
で
、
性
の
抑
圧
全
体
を
意
識
化
し
、
そ
れ
を
文
化
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
抑
圧
（Verdrängung

）
を
通
常

の
抑
え
込
み
（U

nterdrückung

）
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
の
で
す
（Protokolle I, 187

）。

　
す
な
わ
ち
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い
う
女
性
の
本
質
（
と
彼
が
考
え
た
も
の
）
の
解
放
を
訴
え
た
の
に
対
し
て
、

フ
ロ
イ
ト
は
そ
の
文
化
へ
の
従
属
、
神
経
症
を
発
症
さ
せ
な
い
よ
う
な
形
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
抑
え
込
み
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。

フ
ロ
イ
ト
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
理
想
視
す
る
ヘ
タ
エ
ラ
な
ど
「
ル
ン
ペ
ン
（H

aderlum
p

）」
の
よ
う
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
切
っ
て
捨
て

た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
こ
の
発
言
に
「
非
常
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
」
が
、
そ
れ
は
彼
の
目
的
が
「
男
と
女
の
根
本
的
な
相
違
」
を
世
界

観
的
に
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

　
こ
の
合
評
会
の
翌
週
に
、
続
け
て
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
発
表
し
た
の
が
「
偉
大
な
ヘ
タ
エ
ラ
」
で
あ
っ
た
。
同
報
告
は
協
会
の
議
事
録
に

残
さ
れ
て
い
な
）
23
（
い
た
め
、
内
容
は
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
子
ど
も
女
（Kindw

eib

）」（F230:14 -33, 1908

）
か
ら
推
測
す
る

ほ
か
な
い
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
「
女
医
」
報
告
の
続
編
と
呼
ぶ
こ
の
報
告
は
、「
女
医
」
以
上
に
問
題
含
み
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　「
子
ど
も
女
」
と
は
、
知
性
は
足
り
な
い
が
、
愛
に
関
し
て
は
経
験
豊
か
な
も
の
を
凌
駕
す
る
存
在
で
あ
る
（F230:15

）。
彼
女
は
自

然
的
に
無
恥
な
人
間
で
、「
原
―

女
（U

rw
eib

）」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
彼
女
は
「
現
実
世
界
に
必
要
な
も
の
（N

otw
endigkeit

）

を
理
解
し
な
い
」（F230:17

）。
そ
れ
ゆ
え
に
「
子
ど
も
女
は
市
民
的
・
倫
理
的
意
味
に
お
い
て
は
娼
婦
」、「
ヘ
タ
エ
ラ
」
で
あ
り
、
社

会
敵
対
的
な
「
犯
罪
者
」、「
ル
ン
ペ
ン
」
で
あ
る
（
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
こ
こ
で
あ
え
て
フ
ロ
イ
ト
が
「
女
医
」
報
告
を
批
判
す
る
際
に
使
用
し
た

「
ル
ン
ペ
ン
」
と
い
う
単
語
を
用
い
る
）。「
こ
の
原
―

女
が
社
会
に
お
い
て
地
位
を
占
め
る
た
め
に
は
美
の
宗
教
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
道

徳
宗
教
は
美
を
軽
蔑
し
、
娼
家
へ
と
追
い
や
る
」。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
自
身
が
理
想
視
す
る
こ
の
「
子
ど
も
女
」
の
居
場
所
が
な
い
同
時

代
の
ウ
ィ
ー
ン
社
会
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
が
女
性
選
挙
権
な
ど
女
性
の
男
性
化
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
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「
子
ど
も
女
」
と
し
て
の
女
性
の
解
放
を
求
め
た
（F230:32 -33

）。

　
こ
う
し
た
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
議
論
は
、
ク
ラ
ウ
ス
・
サ
ー
ク
ル
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
ク
ラ
ウ
ス
は
女
性
を
「
性
的

存
在
」
と
し
て
捉
え
、
あ
え
て
「
女
性
（Frau

）」
で
は
な
く
「
女
（W

eib

）」
と
い
う
表
現
を
好
ん
で
使
っ
）
24
（
た
。
そ
し
て
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス

同
様
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
女
性
観
を
理
想
視
し
、
ち
ょ
う
ど
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
「
子
ど
も
女
」
論
文
が
載
る
前
号
の
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
で

は
「
人
類
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
青
春
時
代
の
決
定
的
な
性
的
印
象
を
ひ
ど
く
抑
圧
さ
れ
た
こ
と
で
、
中
世
に
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
」（F229:4, 1907
）
と
い
う
自
作
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
男
女
同
権
を
求
め
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
を
茶
化
し
、

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
「
女
性
の
政
治
的

0

0

0

選
挙
権
」
ば
か
り
重
視
し
、「
女
性
の
性
的

0

0

な
選
挙
権
の
剝
奪
に
は
同
意
す
る
」（F211:20, 1906

、

傍
点
引
用
者
）
と
批
判
を
加
え
た
。

　
ク
ラ
ウ
ス
は
友
人
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト
の
戯
曲
『
パ
ン
ド
ラ
の
箱
』
の
上
演
を
支
援
し
た
が
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
「
子
ど
も
女
」
の
例
と
し

て
ま
さ
に
こ
の
『
パ
ン
ド
ラ
の
箱
』
の
主
人
公
「
ル
ル
」
の
名
を
挙
げ
て
い
る
（M

em
oirs,73

）。「
ル
ル
」
こ
そ
「
災
い
の
種
を
蒔
き
、

人
間
を
惑
わ
し
、
誘
惑
し
、
毒
を
盛
り

―
そ
れ
と
気
づ
か
ず
に
相
手
の
男
を
殺
す
」
た
め
に
創
造
さ
れ
た
）
25
（
女
、
世
紀
転
換
期
の
ア
ヴ
ァ

ン
ギ
ャ
ル
ド
た
ち
に
理
想
化
さ
れ
た
「
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ー
ル
」
の
典
型
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ク
ラ
ウ
ス
・
サ
ー
ク
ル
で
は
こ
の
「
子
ど

も
女
」
を
擬
人
化
し
た
よ
う
な
イ
ル
マ
・
カ
ル
ツ
ェ
ウ
ス
カ
と
い
う
女
性
が
も
て
は
や
さ
れ
（
彼
女
も
ウ
ィ
ー
ン
で
上
演
さ
れ
た
『
パ
ン
ド
ラ

の
箱
』
に
出
演
し
て
い
る
）、
彼
女
は
一
妻
多
夫
的
な
女
性
と
し
て
当
時
ク
ラ
ウ
ス
と
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
共
通
の
恋
人
役
を
務
め
た

（M
em

oirs, chap.
5

）。

　
問
題
は
、
こ
う
し
た
ク
ラ
ウ
ス
・
サ
ー
ク
ル
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
女
性
観
を
、
フ
ロ
イ
ト
も
共
有
し
て
い
る
と
思
い
込
ん

だ
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
誤
）
26
（
解
に
あ
っ
た
。
当
時
彼
は
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ
イ
ト
を
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
「
性
的
自
由
の
闘
士
」
と
み
な
し
、
両

者
の
間
に
あ
る
「
す
さ
ま
じ
い
相
違
」
に
気
づ
か
な
か
っ
た
（M

em
oirs,48

）。
フ
ロ
イ
ト
は
あ
く
ま
で
事
実
の
記
述
を
行
う
科
学
者
で

あ
っ
て
、
社
会
改
革
家
で
も
伝
道
師
で
も
な
か
っ
た
。
後
に
こ
う
し
た
師
に
対
す
る
誤
解
を
反
省
し
た
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
、『
自
伝
』
の
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中
で
フ
ロ
イ
ト
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

フ
ロ
イ
ト
は
実
際
抑
圧
さ
れ
た
性
生
活
の
解
放
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

―
そ
れ
は
彼
の
運
命
だ
っ
た

―
が
、
し
か
し
彼
は
あ
る
意
味
、
自
ら
意
志

せ
ず
に
、
あ
る
い
は
自
分
の
意
志
に
反
し
て
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
（M

em
oirs, 48 -49

）。

　
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
こ
こ
で
フ
ロ
イ
ト
を
、
教
会
を
攻
撃
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
の
に
彼
の
な
し
た
「
発
見
」
ゆ
え
に
教
会
に
責
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
に
比
し
て
い
る
。

　
自
分
の
弟
子
が
こ
う
し
た
誤
解
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
フ
ロ
イ
ト
は
、「
私
の
意
図
は
世
界
を
抑
制
な
き
狂
乱
へ
と
導
く

こ
と
で
は
な
く
、
反
対
に
、
人
々
が
自
ら
の
本
能
を
た
く
さ
ん
の
多
か
れ
少
な
か
れ
神
経
症
的
な
偽
装
で
充
足
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
教
示
す
る
こ
と
な
ん
だ
」
と
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
を
さ
と
し
た
（M

em
oirs,62

）。
ま
た
時
代
は
下
る
が
、
一
九
〇
八
年
の
秋
に
ヴ
ィ
ッ
テ

ル
ス
が
こ
こ
ま
で
本
論
で
取
り
上
げ
た
論
文
す
べ
て
を
含
む
論
文
集
『
性
的
悲
惨
』
を
刊
行
し
た
際
に
、
フ
ロ
イ
ト
は
協
会
の
討
論
の
材

料
に
同
著
を
取
り
上
げ
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
前
で
次
の
よ
う
に
明
快
に
自
身
の
立
場
と
ク
ラ
ウ
ス
の
立
場
の
相
違
を
定
式
化
し
て
い
る
。

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
本
は
、
二
つ
の
異
な
っ
た
源
泉
、
父
方
と
母
方
二
つ
の
源
泉
に
そ
の
起
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
第
一
の
源
泉
は
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
で
、

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
抑
え
込
み
が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
お
い
て
、
一
部
わ
れ
わ
れ
と
一
致
し
ま
す
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ

は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
前
に
進
む
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
治
療
に
よ
っ
て
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
解
放
し
ま
す
が
、

そ
れ
は
人
間
が
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
支
配
さ
れ
る
た
め
で
は
な
く
、
抑
え
こ
み
を
可
能
に
す
る
た
め
、
す
な
わ
ち
よ
り
高
度
な
審
級
か
ら
欲
動
の
拒

絶
を
可
能
に
す
る
た
め
な
の
で
す
。『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
は
﹇
本
能
的
生
活
の
﹈
解
放
を
擁
護
し
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
抑
圧
の
病
理
学
的
過
程
と
通
常
と

思
わ
れ
る
過
程
の
区
別
を
行
う
の
で
す
。
病
理
学
的
な
そ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
わ
れ
わ
れ
も
拒
否
し
ま
す
（Protokolle II,81

）。
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ク
ラ
ウ
ス
・
サ
ー
ク
ル
の
影
響
を
受
け
た
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
、
性
的
抑
圧
を
除
去
し
性
生
活
を
解
放
す
れ
ば
神
経
症
は
消
滅
す
る
と
単

純
に
構
想
し
て
い
）
27
（

た
の
に
対
し
、
フ
ロ
イ
ト
は
抑
制
な
き
性
生
活
は
そ
れ
自
体
病
理
学
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
フ
ロ
イ
ト
は
自
ら
の

弟
子
に
対
す
る
ク
ラ
ウ
ス
の
こ
の
「
悪
影
響
」
を
苦
々
し
く
思
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
両
者
の
関
係
の
冷
却
化
の
一
因
に
な
っ

た
。

　
だ
が
一
方
で
ク
ラ
ウ
ス
の
側
も
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
開
陳
し
て
み
せ
る
か
な
り
乱
暴
な
精
神
分
析
に
は
違
和
感
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の

フ
ロ
イ
ト
の
「
弟
子
」
に
対
す
る
違
和
感
は
、
次
第
に
そ
う
し
た
弟
子
を
放
任
す
る
「
師
」
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
節
を

変
え
て
、
ク
ラ
ウ
ス
が
精
神
分
析
の
ど
う
い
っ
た
側
面
に
違
和
感
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

㈢
　
ク
ラ
ウ
ス
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
＝
フ
ロ
イ
ト
＝
精
神
分
析
へ
の
違
和
感

　
一
九
三
一
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
刊
行
し
た
『
フ
ロ
イ
ト
と
そ
の
時
代
』
の
中
で
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
あ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

今
か
ら
二
五
年
ほ
ど
前
、
ま
だ
精
神
分
析
が
揺
籃
期
に
あ
っ
た
こ
ろ
、
あ
る

―
当
時
は
ま
だ
若
か
っ
た

―
精
神
分
析
医
が
、
著
名
な
芸
術
批
評
家

に
し
て
芸
術
愛
好
家
で
あ
る
人
物
に
手
紙
を
書
い
た
。（
中
略
）
若
き
分
析
家
は
そ
の
手
紙
の
中
で
、
自
分
が
ゲ
ー
テ
の
詩
『
魔
法
使
い
の
弟
）
28
（

子
』
の

思
い
も
よ
ら
な
い
含
意
を
見
出
し
た
と
述
べ
た
。
彼
に
よ
る
と
、
そ
の
詩
が
扱
っ
て
い
る
の
は
父
と
息
子
、
早
熟
な
性
的
行
為
、
想
像
力
と
恐
怖
、
夜

尿
症
の
こ
と
だ
と
い
う
の
だ
。
し
か
し
分
析
家
は
間
違
っ
た
門
を
た
た
い
て
し
ま
っ
た
。
と
い
う
の
も
こ
の
愛
好
家
は
、
こ
れ
こ
そ
精
神
分
析
の
没
落

の
運
命
を
証
す
る
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
手
紙
に
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
公
表
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
）
29
（

る
。

　
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
の
若
き
精
神
分
析
医
と
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
こ
と
で
あ
り
、
芸
術
愛
好
家
と
は
ク
ラ
ウ
ス
の
こ
と
で
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あ
る
。
確
か
に
ク
ラ
ウ
ス
は
そ
の
二
五
年
前
の
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
お
い
て
、
読
者
か
ら
、「『
魔
法
使
い
の
弟
子
』
の
意
味
と
は
、〈
解

き
放
た
れ
た
自
慰
的
欲
動
の
災
い
〉
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」
と
い
う
投
稿
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
（F196:20, 1906

）。

だ
が
こ
こ
で
ク
ラ
ウ
ス
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
名
を
挙
げ
て
お
ら
ず
、
精
神
分
析
批
判
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
他
の
も
っ
と
ひ
ど

い
個
人
攻
撃
の
よ
う
な
投
稿
に
比
べ
て
、
こ
れ
は
「
気
分
転
換
」
に
な
る
も
の
だ
、
と
い
う
形
で
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
ヴ
ィ
ッ
テ

ル
ス
は
次
に
紹
介
す
る
一
九
〇
八
年
の
批
判
と
、
こ
の
一
九
〇
六
年
の
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
の
記
憶
を
混
同
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）。

　
と
は
い
え
、
ク
ラ
ウ
ス
と
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
関
係
が
『
魔
法
使
い
の
弟
子
』
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
後
世
の

視
点
か
ら
見
る
と
非
常
に
暗
示
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ク
ラ
ウ
ス
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
批
判
、
精
神
分
析
批
判
は
後
に
『
魔
法
使

い
の
弟
子
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
時
系
列
的
な
説
明
に
戻
る
と
、
ク
ラ
ウ
ス
と
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
当
初
友
好
な
関
係
を
続
け
、
一
九
〇
七
年
の
夏
に
は
共
通
の
恋
人
イ
ル

マ
と
ヴ
ェ
ニ
ス
旅
行
に
出
か
け
る
。
ク
ラ
ウ
ス
の
悪
影
響
を
心
配
す
る
フ
ロ
イ
ト
か
ら
何
度
か
警
告
は
受
け
た
も
の
の
、
辛
辣
な
批
評
家

で
あ
る
ク
ラ
ウ
ス
に
「
現
代
ド
イ
ツ
最
高
の
作
家
」
と
ま
で
褒
め
ら
れ
舞
い
上
が
る
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
苦
言
に
耳
を
貸
さ

な
か
っ
た
（M

em
oirs,81

）。
宵
っ
張
り
の
ク
ラ
ウ
ス
・
サ
ー
ク
ル
の
面
々
と
の
付
き
合
い
も
あ
っ
て
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
勤
務
先
の
病

院
を
や
め
、
一
九
〇
八
年
一
月
に
ウ
ィ
ー
ン
中
心
部
グ
ラ
ー
ベ
ン
に
個
人
医
院
を
開
院
す
る
。
一
九
〇
八
年
に
も
五
本
の
作
品
を

『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
投
稿
し
て
い
る
が
、
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
第
二
五
四
号
が
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
最
後
の
号
に
な
る
。

こ
の
年
の
秋
に
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
絶
交
の
手
紙
を
ク
ラ
ウ
ス
に
送
る
こ
と
で
、
両
者
の
関
係
は
絶
た
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
五
月
の
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
と
秋
の
絶
交
書
簡
の
間

―
す
な
わ
ち
両
者
の
関
係
が
急
速
に
冷
却
化
し
た
期
間

―
に
刊
行
さ
れ
た

『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
第
二
五
六
号
に
お
い
て
、
ク
ラ
ウ
ス
は
『
魔
法
使
い
の
弟
子
』
解
釈
を
軸
に
精
神
分
析
批
判
を
展
開
し
た
の
で
あ
）
30
（
る
。

　
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
こ
で
「
精
神
医
学
者
」
を
「
偉
人
た
ち
の
著
作
を
た
だ
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
の
み
吟
味
し
よ
う
と
す
る

人
々
」
と
呼
び
、「
か
つ
て
そ
の
う
ち
の
一
人
が
私
に
『
魔
法
使
い
の
弟
子
』
を
そ
の
作
者
の
自
慰
的
傾
向
の
明
白
な
証
拠
と
解
釈
し
て
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み
せ
た
」
こ
と
を
紹
介
す
る
（F256:21, 1908

）。
こ
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
解
釈
に
対
し
、
ク
ラ
ウ
ス
は
「
私
は
『
魔
法
使
い
の
弟
子
』

の
堅
固
な
解
釈
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
当
の
ゲ
ー
テ
の
詩
を
引
用
し
な
が
ら
自
ら
注
釈
を
加
え
、
そ
れ
を
精
神
分
析
の

師
（
＝
フ
ロ
イ
ト
）
と
そ
の
弟
子
の
問
題
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
解
釈
し
て
み
せ
る
の
で
あ
る
。

「
と
う
と
う
出
か
け
た
ぞ
／
魔
法
使
い
の
老
師
！
／
手
下
の
霊
ど
も
は
／
お
れ
の
言
う
と
お
り
動
く
ん
だ
ぞ
！
」。
性
病
理
学
的
認
識
の
発
見
者
に
し
て

功
績
の
多
い
師
の
居
ぬ
間
に
、
彼
の
弟
子
の
一
人
が
そ
の
方
法
を
自
ら
使
っ
て
み
よ
う
と
試
み
る
。「
呪
文
も
手
振
り
も
や
り
方
も
／
ち
ゃ
ん
と
見

習
っ
て
お
ぼ
え
て
あ
る
／
な
に
、
お
れ
だ
っ
て
念
力
で
／
見
事
、
奇
跡
を
現
じ
て
み
せ
ま
し
ょ
う
」。
そ
し
て
彼
は
ゲ
ー
テ
の
詩
を
台
無
し
に
す
る
。

注
釈
は
彼
の
手
に
は
負
え
な
い
の
だ
。「
鉢
と
い
う
鉢
が
／
水
で
い
っ
ぱ
い
」。
災
禍
に
気
づ
く
の
が
遅
す
ぎ
た
。「
元
の
箒
に
な
っ
て
く
れ
ん
か
！
」。

つ
ま
り
は
彼
が
無
思
慮
に
設
定
し
た
な
に
か
で
は
な
く
、
箒
に
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
し
覆
水
盆
に
返
ら
ず
、
注
釈
は
留
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
明

確
な
対
象
を
意
味
し
て
い
た
古
典
作
家
の
言
葉

―
テ
ル
の
箙
に
あ
る
最
後
の
矢
、
黄
金
の
鳥
、
さ
す
ら
い
人
が
山
で
見
つ
け
た
ア
ン
モ
ン
の
角

―

は
解
釈
を
前
に
も
は
や
確
か
な
も
の
で
は
な
い
。「
あ
あ
恐
ろ
し
い
水
の
嵩
！
」。
と
う
と
う
フ
ロ
イ
ト
教
授
が
戻
っ
て
き
た
。「
先
生
、
困
り
果
て
ま

し
た
／
私
の
呼
び
出
し
た
霊
ど
も
が
／
ど
う
し
て
も
去
ん
で
く
れ
ま
せ
ぬ
」。
教
授
は
弟
子
が
教
説
を
貶
め
て
い
る
さ
ま
を
見
て
、
乱
暴
狼
藉
を
や
め

さ
せ
る
決
意
を
す
る
。
今
が
そ
の
と
き
だ
。
箒
の
よ
う
に
見
え
た
も
の
、
な
に
か
ほ
か
の
も
の
を
意
味
す
る
も
の
は
す
べ
て
隅
っ
こ
に
戻
れ
。「
そ
れ

ぞ
汝
ら
の
未
来
／
霊
と
し
て
汝
ら
を
／
そ
の
用
に
呼
び
出
す
の
は
／
老
師
の
ほ
か
に
あ
り
得
ぬ
の
だ
」（F256:22 -23

。
ゲ
ー
テ
の
詩
は
高
安
国
世
）
31
（
訳

を
一
部
変
更
）。

　
重
要
な
こ
と
は
、
ク
ラ
ウ
ス
が
こ
の
時
点
で
批
判
し
て
い
た
の
は
「
師
」
フ
ロ
イ
ト
や
精
神
分
析
そ
れ
自
体
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で

も
「
弟
子
」
に
よ
る
そ
の
理
論
の
芸
術
作
品
へ
の
「
乱
用
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
『
魔
法
使
い
の
弟
子
』
解
釈

に
と
ど
ま
ら
ず
、
ク
ラ
ウ
ス
は
マ
ッ
ク
ス
・
グ
ラ
ー
フ
（
音
楽
学
者
で
、
フ
ロ
イ
ト
の
有
名
な
患
者
「
小
さ
な
ハ
ン
ス
」
の
父
）
の
『
さ
ま
よ
え

る
オ
ラ
ン
ダ
人
』
解
釈
（F376 -377:20 -21, 1913

）、
ザ
ド
ガ
ー
の
ク
ラ
イ
ス
ト
論
や
レ
ー
ナ
ウ
論
（F300:27, 1910

）
を
厳
し
く
批
判
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し
た
。
ク
ラ
ウ
ス
は
芸
術
作
品
の
成
り
立
ち
を
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
よ
う
に
性
的
な
も
の
に
還
元
し
た
り
、
グ
ラ
ー
フ
の
よ
う
に
父
親
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
に
還
元
し
た
り
す
る
よ
う
な
、
精
神
分
析
の
一
元
論
的
適
用
に
強
い
不
信
感
を
持
っ
て
い
）
32
（

た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
解
釈
に
対

し
て
は
「
た
と
え
世
界
中
が
自
慰
に
励
ん
で
も
『
魔
法
使
い
の
弟
子
』
と
い
う
作
品
は
生
ま
れ
な
い
に
違
い
な
い
」（F256:22

）
と
皮
肉

り
、
グ
ラ
ー
フ
に
対
し
て
は
父
に
取
っ
て
代
わ
り
た
い
と
い
う
願
望
を
す
べ
て
の
男
性
が
持
つ
の
だ
と
し
た
ら
、
な
ぜ
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
い

う
一
個
人
だ
け
が
『
さ
ま
よ
え
る
オ
ラ
ン
ダ
人
』
を
書
け
た
の
か
、
精
神
分
析
は
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
義
務
が
あ
る
と
迫
る
（F376 -

377:21

）。

　
時
代
は
下
る
が
、
ク
ラ
ウ
ス
は
一
九
一
二
年
末
に
発
表
し
た
論
文
「
黒
魔
術
に
よ
る
世
界
の
没
落
」
の
末
尾
で
、
彼
が
批
判
す
る
黒
魔

術
（
＝
プ
レ
ス
）
と
並
べ
て
精
神
分
析
を
批
判
し
た
。
自
ら
の
進
歩
主
義
的
な
立
場
を
絶
対
視
し
世
論
を
操
作
し
よ
う
と
す
る
プ
レ
ス
と
、

ゲ
ー
テ
の
詩
を
「
夜
尿
症
の
昇
華
」
で
あ
る
と
自
ら
の
理
論
で
一
元
論
的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
精
神
分
析
を
、
ク
ラ
ウ
ス
は
等
置
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
プ
レ
ス
や
精
神
分
析
が
は
び
こ
る
時
代
を
「
才
覚
を
持
っ
た
時
代
」
と
呼
び
、
そ
れ
が
「
精
神
」
に
反
抗

し
て
い
る
と
述
べ
る
（F363 -365:27, 1912
）。
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
「
才
覚
（Talent

）」
と
は
、「
根
源
」
か
ら
乖
離
し
た
同
時
代
の
知

性
の
有
様
を
示
す
非
常
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
含
意
を
持
っ
た
言
葉
で
あ
っ
）
33
（
た
。
さ
ら
に
は
翌
一
九
一
三
年
に
発
表
し
た
「
無
許
可
の
精
神
分

析
」（F387 -388:17 -22, 1913

）
で
も
、
精
神
分
析
に
よ
る
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ァ
ー
や
レ
ー
ナ
ウ
の
作
品
解
釈
、
そ
し
て
ま
た
も
や
ゲ
ー
テ

の
『
魔
法
使
い
の
弟
子
』
解
釈
を
取
り
上
げ
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
言
辞
を
交
え
て
ま
で
精
神
分
析
を
批
判
す
る
（F387 -388:22

）。
ク
ラ

ウ
ス
に
と
っ
て
の
問
題
は
、「
ど
ん
な
と
き
で
も
正
し
い
」
精
神
分
析
の
不
謬
性
（F241:21, 1908

）
で
あ
り
、
精
神
分
析
か
ら
の
「
逃

れ
が
た
さ
」（F387 -388:20, 1913

）、
す
な
わ
ち
包
括
的
な
教
説
で
す
べ
て
を
一
元
論
的
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
そ
の
理
論
の
暴
力
性
に

あ
っ
た
。

　
フ
ロ
イ
ト
の
浩
瀚
な
伝
記
を
著
し
た
ピ
ー
タ
ー
・
ゲ
イ
に
よ
る
と
、「
神
経
症
の
原
因
に
関
す
る
精
神
分
析
医
の
解
釈
に
対
し
、
患
者

が
そ
の
解
釈
を
肯
定
し
た
場
合
は
そ
の
ま
ま
肯
定
と
み
な
し
、
反
対
に
否
定
し
た
場
合
も
そ
の
解
釈
の
抑
圧
さ
れ
た
肯
定
と
み
な
す
」、
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と
い
う
よ
う
な
分
析
医
の
態
度
は
、
フ
ロ
イ
ト
と
ク
ラ
ウ
ス
の
同
時
代
に
す
で
に
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
で
は
精
神
分
析

と
は
「
表
裏
ど
ち
ら
が
出
て
も
私
の
勝
ち
（H

eads I w
in, tails you lose

）」
と
い
う
い
ん
ち
き
賭
け
事
に
等
し
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

あ
）
34
（
る
。
同
じ
く
ウ
ィ
ー
ン
人
カ
ー
ル
・
ポ
パ
ー
も
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
歴
史
理
論
や
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ア
ド
ラ
ー
の
個
人
心
理
学
と

並
べ
て
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
学
を
批
判
し
、
そ
の
問
題
点
と
し
て
正
反
対
の
人
間
の
行
動
を
一
つ
の
理
論
で
説
明
す
る
そ
の
包
括
性
、

そ
し
て
反
駁
不
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
）
35
（

る
。
ク
ラ
ウ
ス
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
＝
精
神
分
析
へ
の
違
和
感
と
は
、
当
時
す
で
に
多
く
の
精
神
分

析
批
判
者
が
共
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
一
九
〇
八
年
当
初
は
あ
く
ま
で
「
弟
子
」
に
よ
る
「
理
論
の
乱
用
」
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
の
批
判
は
、
こ
の
よ
う

に
「
弟
子
」
を
統
御
で
き
な
い
「
師
」
へ
も
次
第
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
契
機
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
ヴ
ィ
ッ
テ

ル
ス
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ス
の
精
神
分
析
「
フ
ァ
ッ
ケ
ル
・
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
結
果
的
に
こ
の
報
告
に
よ
っ
て
三
者
の
関
係

に
は
決
定
的
な
ひ
び
が
入
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
節
を
移
し
て
、
一
九
〇
八
年
秋
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ス
へ
の
絶
交
状
の

送
付
か
ら
、
一
九
一
〇
年
冒
頭
の
「
フ
ァ
ッ
ケ
ル
・
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」
報
告
と
そ
の
余
波
、
さ
ら
に
同
年
秋
の
『
エ
ゼ
キ
エ
ル
』
刊
行
に
よ

る
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
精
神
分
析
協
会
か
ら
の
除
名
に
至
る
過
程
を
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

㈣
　
三
者
関
係
の
破
局

―
一
九
一
〇
年

　
一
九
〇
八
年
六
月
に
出
た
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
第
二
五
六
号
で
批
判
を
受
け
た
後
も
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
夏
季
休
暇
中
に
ク
ラ
ウ
ス
を
旅

行
に
誘
う
な
ど
表
面
的
に
は
友
好
的
で
あ
っ
た
が
、
両
者
の
関
係
は
次
第
に
冷
却
化
し
て
い
く
。
こ
の
頃
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
、
秋
に
刊
行

予
定
の
二
冊
の
本
の
校
正
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
『
性
的
悲
惨
』
の
ゲ
ラ
を
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
夏
休
み
中
の
フ
ロ
イ

ト
の
別
荘
に
持
参
し
、
そ
の
序
文
を
フ
ロ
イ
ト
の
前
で
朗
読
し
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
、
同
著
に
「
わ
が
師
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト

教
授
に
、
心
か
ら
の
敬
意
を
こ
め
て
」
と
い
う
献
辞
を
付
け
る
許
可
を
師
に
求
め
た
と
き
、
フ
ロ
イ
ト
は
「
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
献
辞
を
自
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分
へ
の
攻
撃
と
み
な
し
、
君
に
復
讐
す
る
だ
ろ
う
」
と
不
吉
な
予
言
を
す
る
（M

em
oirs,87

）。
フ
ロ
イ
ト
の
危
惧
に
は
根
拠
が
あ
り
、

『
性
的
悲
惨
』
は
そ
も
そ
も
初
出
が
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
の
論
文
の
多
く
を
所
収
し
た
も
の
で
、
そ
の
巻
頭
の
エ
ピ
グ
ラ
ム
に
も
「
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
解
放
（ausleben

）
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
人
は
不
具
に
な
る
」
と
い
う
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
た
「
精
神
に
お
い
て

ク
ラ
ウ
ス
に
は
る
か
に
近
い
」
著
作
で
あ
っ
）
36
（
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
同
著
を
フ
ロ
イ
ト
に
捧
げ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

も
う
一
冊
の
著
書
で
あ
る
創
作
集
『
旧
い
恋
の
物
語
』
に
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
あ
え
て
「
親
愛
な
る
一
九
〇
七
年
の
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス

に
」
と
い
う
献
辞
を
付
け
た
。
こ
れ
は
悪
化
す
る
ク
ラ
ウ
ス
と
の
関
係
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（M

em
oirs,90

）。

　
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
『
自
伝
』
に
、
同
時
期
に
ク
ラ
ウ
ス
が
サ
ー
ク
ル
の
面
々
に
語
っ
て
聞
か
せ
た
、
ク
ラ
ウ
ス
が
見
た
象
徴
的
な
夢
の

話
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
だ
。

あ
る
日
ク
ラ
ウ
ス
が
友
人
た
ち
と
一
緒
に
い
る
と
、
彼
ら
の
前
を
幾
人
も
の
ク
ラ
ウ
ス
の
敵
が
連
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
皆
が
そ
の
敵
に
対
し
て
嘲
笑
と

軽
蔑
を
露
わ
に
し
た
が
、
ク
ラ
ウ
ス
の
「
不
俱
戴
天
の
敵
」
で
あ
る
『
ノ
イ
エ
・
フ
ラ
イ
エ
・
プ
レ
ッ
セ
』
の
編
集
長
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
が
や
っ
て
き
た

と
き
、
仲
間
の
う
ち
の
一
人
だ
け
が
輪
か
ら
外
れ
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
に
近
づ
き
、
彼
に
頭
を
下
げ
た
。
そ
の
人
物
こ
そ
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
だ
っ
た
（
筆
者

に
よ
る
要
約
。M

em
oirs, 83 -84

）。

　
精
神
分
析
医
で
あ
る
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
こ
の
夢
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ス
が
自
ら
に
対
し
て
持
つ
潜
在
的
な
悪
感
情
を
読
み
取
っ
た
。
ヴ
ィ
ッ

テ
ル
ス
は
何
度
か
ク
ラ
ウ
ス
に
な
ぜ
自
分
に
対
す
る
態
度
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
尋
ね
た
が
、
ク
ラ
ウ
ス
は
「
変
わ
っ
た
の
は
僕

じ
ゃ
な
く
て
君
の
ほ
う
だ
」
と
冷
た
く
言
い
放
つ
の
み
だ
っ
た
（M

em
oirs,90

）。

　
そ
し
て
一
九
〇
八
年
一
一
月
、
冷
却
化
す
る
ク
ラ
ウ
ス
と
の
関
係
に
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
た
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
』
に
お
け
る
ブ
ル
ー
タ
ス
の
演
説
を
も
じ
り
な
が
ら
、
あ
な
た
の
こ
と
を
尊
敬
し
、
愛
し
て
い
る
が
も
う
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コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
に
は
顔
を
出
さ
な
い
、
と
ク
ラ
ウ
ス
に
絶
交
の
手
紙
を
書
く
（M
em

oirs,90

）。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
と
し
て
は
ク
ラ
ウ
ス

が
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
気
持
ち
を
汲
ん
で
、
す
べ
て
を
水
に
流
し
、
友
人
関
係
に
戻
る
こ
と
を
期
待
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
絶
交
の

手
紙
を
書
い
た
後
も
、
彼
は
ク
ラ
ウ
ス
に
仲
直
り
を
求
め
る
手
紙
を
書
い
て
い
る
（
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
大
失
敗
だ
っ
た
こ
と
を
後
に

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
思
い
知
る
）。
だ
が
ク
ラ
ウ
ス
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
そ
う
し
た
願
い
を
無
視
し
、
一
一
月
末
に
出
し
た
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』

で
「
個
人
的
な
問
題
」
と
題
し
た
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
批
判
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
集
を
発
表
し
た
（F266:14 -28, 1908

）。
そ
し
て
ヴ
ィ
ッ
テ
ル

ス
の
名
前
こ
そ
明
示
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
先
述
の
自
身
が
見
た
夢
の
話
を
掲
載
し
、「
剽
窃
者
」、「
寄
生
虫
」
と
い
っ
た
言
葉
で
彼
の

こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
批
判
を
展
開
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
ブ
ル
ー
タ
ス
の
名
に
は
値
し
な
い
人
間
で
あ
る
、
と
絶
交

の
手
紙
を
揶
揄
す
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
名
指
し
こ
そ
し
な
く
と
も
、
こ
の
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
は
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス

本
人
、
そ
し
て
ク
ラ
ウ
ス
・
サ
ー
ク
ル
の
面
々
に
は
明
ら
か
な
ク
ラ
ウ
ス
に
よ
る
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
へ
の
絶
縁
宣
言
と
映
っ
）
37
（

た
。
こ
れ
に
対

し
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
ク
ラ
ウ
ス
へ
の
「
復
讐
」
を
誓
い
、
精
神
分
析
的
手
法
に
よ
る
「
人
格
攻
撃
」
と
「
諷
刺
小
説
の
発
表
」
と
い
う

二
つ
の
手
段
を
選
）
38
（

ぶ
。
だ
が
こ
の
復
讐
は
期
せ
ず
し
て
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
と
フ
ロ
イ
ト
、
さ
ら
に
は
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ
イ
ト
の
関
係
を
も
破

壊
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
こ
の
復
讐
の
準
備
を
し
て
い
た
一
九
〇
九
年
は
嵐
の
前
の
静
け
さ
と
で
も
い
う
べ
き
状
況
で
、
ク
ラ
ウ
ス
の
精
神
分

析
批
判
も
フ
ロ
イ
ト
の
弟
子
に
対
す
る
も
の
に
留
ま
る
。
そ
し
て
翌
一
九
一
〇
年
初
頭
、
一
月
一
二
日
に
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
「
フ
ァ
ッ
ケ

ル
・
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」（Protokolle II, 346 -356

）
と
題
し
た
ク
ラ
ウ
ス
に
対
す
る
精
神
分
析
を
ウ
ィ
ー
ン
精
神
分
析
協
会
で
発
表
し
た
。

　
冒
頭
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
、
同
報
告
の
課
題
は
「
芸
術
と
神
経
症
」
の
関
係
、
と
り
わ
け
ク
ラ
ウ
ス
に
お
け
る
そ
の
関
係
で
あ
る
、
と
述

べ
、
ク
ラ
ウ
ス
の
活
動
を
時
系
列
的
に
三
つ
の
段
階
に
分
け
る
。
第
一
は
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
に
な
る
べ
き
人
間
が
不
意
に
「
反
腐
敗

主
義
者
」
に
な
っ
た
段
階
で
あ
り
、
第
二
は
彼
の
関
心
が
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
の
問
題
に
移
行
し
、
精
神
分
析
に
近
づ
い
た
段
階
、

そ
し
て
第
三
は
ク
ラ
ウ
ス
が
最
終
的
に
「
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
作
家
」
に
な
っ
た
段
階
で
あ
る
。
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ま
ず
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
、
第
一
の
ク
ラ
ウ
ス
が
反
腐
敗
主
義
者
に
な
っ
た
問
題
を
、
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
由
来
す
る
も

の
と
解
釈
す
る
。
彼
に
よ
る
と
、
ク
ラ
ウ
ス
が
批
判
し
た
ウ
ィ
ー
ン
を
代
表
す
る
日
刊
紙
『
ノ
イ
エ
・
フ
ラ
イ
エ
・
プ
レ
ッ
セ
』
と
は

「
父
親
の
新
聞
」、「
父
親
の
器
官
」
を
意
味
し
、
そ
れ
に
対
し
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
と
は
子
ど
も
の
器
官
、「
小
さ
な
器
官
」
を
象
徴
し
て
い

る
。
ク
ラ
ウ
ス
の
父
の
名
前
は
「
ヤ
コ
ブ
（Jakob

）」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
祝
福
さ
れ
た
も
の
」
を
意
味
し
、
ウ
ル
ガ
タ
訳
聖
書
だ
と

「
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
（Benedictus

）」
に
あ
た
る
。
ク
ラ
ウ
ス
が
攻
撃
す
る
人
物
に
は
、『
ノ
イ
エ
・
フ
ラ
イ
エ
・
プ
レ
ッ
セ
』
の
編
集

長
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
（Benedikt

）
な
ど
Ｂ
が
つ
く
人
間
が
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
彼
の
『
ノ
イ
エ
・
フ
ラ
イ
エ
・
プ
レ
ッ
セ
』
と
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト
に
対
す
る
攻
撃
と
は
「
神
経
症
的
態
度
」
を
意
味
し
、「
彼
の
こ
の
神
経
症
的
な
憎
し
み
を
理
解
す
る
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
神
経
症
の
起

源
と
出
発
点
に
は
エ
デ
ィ
プ
ス
・
モ
テ
ィ
ー
フ
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
す
だ
け
で
よ
い
」、
と
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
主
張
す
る
（Protokolle 

II, 347 -349

）。

　
次
に
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
、
ク
ラ
ウ
ス
が
第
二
の
段
階
の
問
題
で
あ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
に
関
心
を
持
っ
た
理
由
と
し
て
、

ウ
ィ
ー
ン
の
女
優
ア
ニ
ー
・
カ
ル
マ
）
39
（

ー
と
の
恋
を
挙
げ
、
ク
ラ
ウ
ス
が
ア
ニ
ー
の
「
不
実
」
に
悩
ん
で
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
当
時
の

女
優
業
に
は
売
春
ま
が
い
の
行
為
が
付
き
物
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
彼
女
へ
の
愛
と
不
実
へ
の
悩
み
の
思
い
出
を
、
ア
ニ
ー

の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
女
性
を
理
想
化
す
る
こ
と
で
克
服
し
た
。
そ
し
て
「
男
性
の
精
神
的
天
才
性
」
を
「
女
性
の
美
的
天
才
性
（
性
的
天

才
性
）」
と
対
置
す
る
に
い
た
っ
）
40
（
た
。
こ
の
亡
き
恋
人
の
思
い
出
の
克
服
と
い
う
ク
ラ
ウ
ス
の
神
経
症
的
な
営
み
は
、
偶
然
に
も
い
く
つ

か
の
点
で
フ
ロ
イ
ト
の
発
見
に
一
致
し
た
。
そ
の
上
で
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
両
者
の
違
い
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ス
は
最
終
的
に
「
誰
に
で
も
身

を
さ
さ
げ
る
女
以
外
は
み
ん
な
ヒ
ス
テ
リ
ー
だ
」
と
ま
で
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
フ
ロ
イ
ト
は
「
そ
の
よ
う
な
人
生
観
は
母
親
の

過
大
評
価
の
反
転
、
そ
し
て
愛
に
お
け
る
失
望
を
示
す
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
、
と
指
摘
す
る
。
こ
の
報
告
の
段
階
で
ヴ
ィ
ッ
テ

ル
ス
は
あ
れ
ほ
ど
影
響
を
受
け
た
ク
ラ
ウ
ス
的
な
女
性
観
を
フ
ロ
イ
ト
的
な
観
点
か
ら
批
判
し
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
神
経
症
に
由
来
す
る

も
の
で
あ
る
、
と
解
釈
し
て
み
せ
た
の
だ
（Protokolle II, 349 -350

）。
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そ
し
て
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
自
身
と
ク
ラ
ウ
ス
と
の
関
係
は
、
こ
の
第
二
期
で
終
わ
り
を
告
げ
た
と
宣
言
す
る
。
彼
に
い
わ
せ
る
と
、
ク

ラ
ウ
ス
の
第
三
期
と
は
「
芸
術
家
的
不
毛
性
」
の
時
代
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
形
式
を
「
性
化
」
し
、「
何
を
書
く
か
」
で
は
な
く
「
い

か
に
書
く
か
」
の
み
に
こ
だ
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
彼
の
作
品
の
多
く
が
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
い
う
形
で
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
結
論
と
し
て
、「
い
か
に
神
経
症
か
ら
芸
術
が
生
ま
れ
、
芸
術
か
ら
神
経
症

が
再
び
生
ま
れ
る
か
」
を
ク
ラ
ウ
ス
の
事
例
は
示
し
て
い
る
と
締
め
く
く
っ
た
（Protokolle II, 350 -351

）。

　
以
上
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
報
告
に
対
し
、
フ
ロ
イ
ト
は
ま
ず
「
こ
の
報
告
は
現
存
の
人
物
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
分
析
は
寛
容
な

態
度
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
す
し
、
生
体
解
剖
の
よ
う
な
こ
と
は
非
人
間
的
と
の
非
難
を
免
れ
え
な
い
で
し
ょ
う
」
と
注
意
を
促
す
。
そ
し

て
「
わ
れ
わ
れ
﹇
精
神
分
析
医
﹈
は
、
重
要
な
作
品
を
問
題
に
す
る
と
き
に
、
神
経
症
を
前
面
に
押
し
出
す
権
利
な
ど
持
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
を
し
ば
し
ば
忘
れ
が
ち
で
す
」
と
協
会
の
メ
ン
バ
ー
の
前
で
安
易
な
精
神
分
析
の
利
用
を
戒
め
た
。
そ
の
上
で
、
自
ら
と
ク
ラ

ウ
ス
の
関
係
に
つ
い
て
語
り
、
自
分
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
に
会
う
前
か
ら
ク
ラ
ウ
ス
と
知
り
合
い
で
あ
っ
た
こ
と
、
彼
は
き
っ
と
精
神
分
析

の
擁
護
者
に
な
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
し
た
こ
と
を
率
直
に
述
べ
る
。
だ
が
こ
の
期
待
は
誤
り
だ
っ
た
。
確
か
に
ク
ラ
ウ
ス
は
偉

大
な
才
能
を
持
っ
て
い
る
が
、
彼
に
あ
ま
り
に
自
制
心
に
欠
け
、
自
ら
の
欲
動
に
身
を
任
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
フ
ロ
イ
ト
は
批
判
し

た
（Protokolle II, 354 -355

）。

　
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ロ
イ
ト
研
究
に
お
い
て
こ
の
報
告
は
悪
名
高
い
。
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
フ
ロ
イ
ト
伝
に
典
型
的

な
よ
う
に
、
同
報
告
が
フ
ロ
イ
ト
と
ク
ラ
ウ
ス
の
関
係
を
破
局
に
導
き
、
ク
ラ
ウ
ス
が
そ
の
「
復
讐
」
と
し
て
激
し
い
精
神
分
析
学
批
判

を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
）
41
（

る
。
だ
が
上
述
の
『
魔
法
使
い
の
弟
子
』
解
釈
を
め
ぐ
る
論
争
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ス
の
精
神
分
析
学
に
対
す
る
違
和
感
が
一
九
〇
八
年
の
段
階
で
公
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
見

解
に
は
ク
ラ
ウ
ス
研
究
の
側
か
ら
多
く
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
き
）
42
（

た
。
ク
ラ
ウ
ス
の
精
神
分
析
批
判
を
そ
う
し
た
「
私
怨
」
に
還
元
す
る

こ
と
は
、
彼
の
批
判
が
持
つ
含
意
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
も
そ
も
、
ク
ラ
ウ
ス
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
こ
の
報
告
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を
行
っ
た
こ
と
を
い
つ
知
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
自
体
が
定
か
で
な
い
。
ク
ラ
ウ
ス
が
一
九
二
三
年
に
書
い
た
書
簡
か
ら
、
彼
が
こ
の

報
告
の
内
容
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
が
報
告
直
後
だ
っ
た
の
か
あ
る
程
度
の
期
間
を
置
い
て
か
ら
だ
っ
た
の
か
、

そ
し
て
ど
こ
か
ら
ク
ラ
ウ
ス
が
こ
の
情
報
を
仕
入
れ
た
の
か
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
だ
。

　
た
だ
筆
者
の
見
解
と
し
て
は
、
ク
ラ
ウ
ス
は
早
い
段
階
、
す
な
わ
ち
一
九
一
〇
年
の
春
先
ま
で
に
は
詳
細
な
内
容
は
知
ら
な
い
ま
で
も
、

少
な
く
と
も
自
分
を
中
傷
す
る
よ
う
な
報
告
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
ク
ラ
ウ
ス
は
ベ

ル
リ
ン
の
編
集
者
ヘ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ル
デ
ン
に
宛
て
た
一
九
一
〇
年
二
月
一
二
日
付
の
書
簡
の
中
で
、
自
分
が
ウ
ィ
ー
ン
で
「
あ
る

愚
か
者
」
に
よ
り
「
不
快
な
心
配
事
、
揉
め
事
」
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
愚
か
者
」
と
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
を

意
味
し
、「
不
快
な
心
配
事
、
揉
め
事
」
と
は
「
フ
ァ
ッ
ケ
ル
・
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」
を
め
ぐ
る
フ
ロ
イ
ト
・
サ
ー
ク
ル
と
の
対
決
を
意
味
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
）
43
（

る
。
ま
た
、
前
節
で
紹
介
し
た
一
九
〇
八
年
の
ク
ラ
ウ
ス
の
批
判
が
あ
く
ま
で
「
弟
子
」
に
向
け
ら
れ
て
い
た
も
の

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
九
一
〇
年
の
批
判
は
明
ら
か
に
精
神
分
析
全
体
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
月
九
日
に
刊
行
さ
れ
た

『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
で
、
ク
ラ
ウ
ス
は
「
精
神
分
析
と
か
い
う
も
の
は
、
世
界
に
お
け
る
す
べ
て
の
も
の
を
、
自
分
た
ち
だ
け
は
例
外
と
し

て
、
性
的
原
因
へ
と
還
元
す
る
好
色
な
合
理
主
義
者
た
ち
の
活
動
の
こ
と
だ
」（F300:26

）
と
い
う
冒
頭
で
引
用
し
た
辛
辣
な
精
神
分
析

批
判
を
行
う
。

　
そ
し
て
た
と
え
こ
の
筆
者
に
よ
る
想
定
が
間
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
重
要
な
こ
と
は
一
九
一
〇
年
の
フ
ロ
イ
ト
が
、
ク
ラ
ウ
ス
に
よ

る
精
神
分
析
学
へ
の
こ
う
し
た
攻
撃
を
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
報
告
へ
の
復
讐
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

だ
。
例
え
ば
同
年
二
月
、

『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
第
二
九
四
号
が
出
た
直
後
、
フ
ロ
イ
ト
は
弟
子
の
フ
ェ
レ
ン
ツ
ィ
に
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
「
フ
ァ
ッ
ケ
ル
・
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」
報
告
の
せ
い
で
、
精
神
分
析
学
は
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
の
不
快
な
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ

な
た
も
こ
の
才
能
あ
る
野
獣
Ｋ
・
Ｋ
﹇
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
﹈
の
際
限
な
き
う
ぬ
ぼ
れ
と
手
に
負
え
な
さ
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。（
中
略
）『
フ
ァ
ッ
ケ



フリッツ・ヴィッテルスと「二人の精神的父親」

187

ル
』
が
持
つ
影
響
力
は
、
積
極
的
な
意
味
で
も
消
極
的
な
意
味
で
も
非
常
に
不
愉
快
な
も
の
で
）
44
（
す
。

　
さ
ら
に
同
年
四
月
、『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
第
三
〇
〇
号
の
刊
行
直
）
45
（
後
、
四
月
一
三
日
の
協
会
の
会
合
に
お
い
て
は
な
ん
と
「
ク
ラ
ウ
ス
問

題
」
が
議
題
に
上
が
っ
て
い
る
（Protokolle II, 439

）。
ア
ド
ラ
ー
は
協
会
員
に
静
観
を
呼
び
か
け
、
フ
ロ
イ
ト
も
「
私
的
に
で
あ
っ
て

も
こ
の
件
に
つ
い
て
は
話
題
に
し
な
い
」
よ
う
念
を
押
し
た
。
そ
の
上
で
「
ウ
ィ
ー
ン
精
神
分
析
協
会
に
と
っ
て
〈
ク
ラ
ウ
ス
問
題
〉
な

る
も
の
は
存
在
し
な
い
の
だ
」
と
強
調
し
た
。
フ
ロ
イ
ト
か
ら
す
れ
ば
、
せ
っ
か
く
ク
ラ
ウ
ス
と
は
付
か
ず
離
れ
ず
の
関
係
を
続
け
て
い

た
の
に
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
余
計
な
こ
と
を
し
て
く
れ
た
、
と
の
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
一
九
一
〇
年
に
な
っ
て
に
わ
か
に
強
ま
る
ク
ラ

ウ
ス
の
批
判
を
、
少
な
く
と
も
フ
ロ
イ
ト
と
協
会
員
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
報
告
へ
の
「
復
讐
」
と
捉
え
、
そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
で
事
態
の

鎮
静
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
あ
え
て
火
に
油
を
注
ぐ
よ
う
な
こ
と
を
行
う
。
そ
れ
が
同
年
秋
の
暴
露
小
説

『
エ
ゼ
キ
エ
ル
』
の
刊
行
で
あ
っ
た
。

　
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
こ
の
小
説
を
一
九
一
〇
年
冒
頭
に
は
完
成
さ
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
46
（
が
、
ク
ラ
ウ
ス
は
自
ら
の
サ
ー
ク
ル
や
イ
ル
マ

を
標
的
と
し
た
こ
の
小
説
の
出
版
妨
害
に
乗
り
出
し
た
（M

em
oirs, 95 -96

）。
ま
ず
ク
ラ
ウ
ス
は
知
人
の
女
性
を
使
っ
て
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス

の
原
稿
の
コ
ピ
ー
を
手
に
入
れ
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
弁
護
士
を
通
じ
て
フ
ロ
イ
ト
側
と
連
絡
を
取
り
、
こ
の
よ
う
な
小

説
を
出
版
さ
せ
な
い
よ
う
圧
力
を
か
け
た
。
そ
し
て
そ
の
際
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
い
か
に
信
用
で
き
な
い
人
物
で
あ
る
か
を
示
す
た
め
に
、

一
九
〇
八
年
秋
の
仲
違
い
の
後
に
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
関
係
修
復
を
懇
願
す
る
手
紙
を
見
せ
た
。
フ
ロ
イ
ト
は
ク
ラ
ウ

ス
側
か
ら
聞
い
た
小
説
の
内
容
に
驚
く
と
共
に
、
ク
ラ
ウ
ス
と
縁
を
切
っ
て
自
分
の
側
に
来
た
と
思
っ
て
い
た
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
「
二

股
」
を
か
け
て
い
た
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
出
版
を
思
い
留
ま
る
よ
う
自
ら
説
得
に
乗
り
出
す
。

　
日
付
は
不
確
か
で
あ
る
が
、『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
第
三
〇
〇
号
が
出
て
、
協
会
で
「
ク
ラ
ウ
ス
問
題
」
が
討
議
さ
れ
た
の
と
同
時
期
に
、

フ
ロ
イ
ト
は
刊
行
予
定
の
小
説
の
原
稿
を
読
ま
せ
る
よ
う
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
に
求
め
た
。
翌
日
、
わ
ず
か
一
日
で
読
み
終
え
た
フ
ロ
イ
ト
は
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「
私
は
自
分
の
意
見
を
一
言
に
ま
と
め
て
あ
げ
よ
う
。
こ
の
本
を
出
版
し
な
く
て
も
君
は
失
う
も
の
は
何
も
な
い
が
、
も
し
出
版
し
た
ら

君
は
す
べ
て
を
失
う
だ
ろ
う
」
と
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
に
告
げ
た
。
フ
ロ
イ
ト
は
自
分
と
フ
リ
ー
ス
の
揉
め
事
の
例
な
ど
も
挙
げ
、「
理
由
は

ど
う
あ
れ
、
友
情
が
破
綻
し
た
と
き
に
は
沈
黙
を
守
る
べ
き
だ
」
と
出
版
を
思
い
留
ま
る
よ
う
求
め
た
。
そ
の
際
、
出
版
停
止
に
か
か
る

費
用
は
す
べ
て
自
分
が
負
担
す
る
、
と
い
う
条
件
も
つ
け
た
と
い
う
。
師
の
懸
命
の
説
得
に
そ
れ
で
も
な
お
応
じ
な
い
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
に

対
し
、
フ
ロ
イ
ト
は
し
ま
い
に
は
怒
り
出
し
て
「
精
神
分
析
学
は
お
前
の
く
だ
ら
な
い
喧
嘩
よ
り
も
大
切
な
ん
だ
。
な
ん
で
お
前
の
く
だ

ら
ん
本
の
せ
い
で
精
神
分
析
学
が
痛
め
つ
け
ら
れ
る
の
を
、
私
が
指
を
く
わ
え
て
見
て
な
き
ゃ
な
ら
ん
の
だ
」
と
怒
鳴
り
、
最
終
的
に
は

「
も
し
こ
の
本
を
出
版
し
た
ら
、
私
の
サ
ー
ク
ル
に
い
る
こ
と
は
許
さ
ん
」
と
ま
で
言
い
放
っ
た
（M

em
oirs, 97 -98

）。

　
こ
の
後
七
月
一
日
の
精
神
分
析
協
会
が
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
参
加
し
た
最
後
の
会
合
と
な
る
。
師
の
説
得
を
無
視
し
て
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス

は
一
〇
月
に
小
説
を
刊
行
し
、
同
月
二
日
の
フ
ロ
イ
ト
の
フ
ェ
レ
ン
ツ
ィ
宛
書
簡
に
は
「
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
小
説
を
刊
行
し
た
が
ゆ
え
に

協
会
を
や
め
た
」
と
記
さ
れ
て
い
）
47
（

る
。
そ
し
て
一
〇
月
五
日
の
協
会
の
議
事
録
に
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
脱
会
が
記
録
さ
れ
て
い
る

（Protokolle III,3

）。
一
方
ク
ラ
ウ
ス
の
側
も
、
同
小
説
の
出
版
差
し
止
め
を
求
め
訴
訟
を
起
こ
し
、
両
者
の
喧
嘩
は
つ
い
に
法
廷
闘
争
に

ま
で
至
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
三
者
の
関
係
は
断
た
れ
、
そ
の
後
ク
ラ
ウ
ス
は
精
神
分
析
学
に
対
す
る
散
発
的
な
批
判
を
続
け
、
フ
ロ
イ
ト

は
沈
黙
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

㈤
　
ま
と
め

―
三
者
関
係
の
「
そ
の
後
」

　
二
人
の
父
に
「
勘
当
」
さ
れ
た
後
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
医
師
と
し
て
の
仕
事
に
戻
り
、
一
次
大
戦
中
は
軍
医
と
し
て
各
戦
線
を
転
々
と

し
た
。
復
員
後
は
再
び
ウ
ィ
ー
ン
で
精
神
分
析
医
と
し
て
の
活
動
を
始
め
、
一
九
二
三
年
に
は
世
界
初
の
フ
ロ
イ
ト
の
伝
記
を
書
き
上
げ

出
版
す
る
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
同
著
を
フ
ロ
イ
ト
に
献
呈
し
、
そ
れ
を
契
機
に
両
者
の
関
係
は
あ
る
程
度
改
善
を
始
め
る
。
一
九
二
五
年

に
は
一
五
年
ぶ
り
に
フ
ロ
イ
ト
と
再
会
し
、
一
九
二
七
年
に
は
「
破
門
」
を
解
か
れ
精
神
分
析
協
会
に
再
入
会
を
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
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（M
em

oirs, 124

）。
一
九
二
八
年
以
降
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
活
動
の
軸
を
徐
々
に
ア
メ
リ
カ
に
移
し
、
一
九
三
一
年
に
は
二
冊
目
の
フ
ロ
イ

ト
伝
を
刊
行
し
た
。
彼
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
精
神
分
析
協
会
で
活
動
す
る
一
方
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
も
働
き
、
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
フ
ロ
イ
ト
理
論
の
紹
介
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
一
九
四
〇
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
も
獲
得
し
、
一
九
五
〇
年
に
同

地
で
没
し
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
修
復
さ
れ
た
二
人
の
師
弟
関
係
に
も
、
ク
ラ
ウ
ス
の
存
在
は
最
後
ま
で
暗
い
影
と
し
て
付
き
ま
と
っ
た
。
一
九
二
三

年
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
か
ら
の
献
呈
本
に
つ
い
て
書
簡
で
や
り
取
り
す
る
中
で
、
フ
ロ
イ
ト
は
「
私
は
あ
な
た
へ
の
ク
ラ
ウ
ス
の
影
響
を
い

つ
も
よ
く
な
い
も
の
だ
と
感
じ
、
あ
な
た
は
永
久
に
彼
の
虜
と
な
っ
て
、
悪
影
響
を
受
け
続
け
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
再

び
ク
ラ
ウ
ス
批
判
を
行
う
。
そ
し
て
『
エ
ゼ
キ
エ
ル
』
問
題
の
最
中
に
ク
ラ
ウ
ス
に
対
し
て
「
情
愛
を
訴
え
る
手
紙
」
を
書
い
た
こ
と
を

忘
れ
た
の
か
、
と
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
「
二
股
」
を
詰
問
し
た
（M

em
oirs, 104 -105

）。
両
者
が
再
会
し
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
破
門
が
解
か

れ
た
後
の
一
九
二
九
年
の
書
簡
の
中
で
も
、
フ
ロ
イ
ト
は
同
じ
問
題
を
繰
り
返
す
（M

em
oirs, 132 -133

）。
さ
ら
に
一
九
三
三
年
、
ア
メ

リ
カ
に
居
を
移
し
て
い
た
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
最
後
に
ウ
ィ
ー
ン
で
フ
ロ
イ
ト
に
会
っ
た
と
き
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
旧
フ
ロ
イ
ト
伝
の
修
正

に
つ
い
て
話
し
あ
っ
て
い
た
最
中
、
不
意
に
フ
ロ
イ
ト
は
不
機
嫌
に
な
り
、「
お
前
は
ク
ラ
ウ
ス
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
て
い
る
ま
さ
に
そ

の
と
き
に
彼
に
〈
ラ
ブ
レ
タ
ー
〉
を
書
い
た
」
と
難
癖
を
つ
け
た
。
さ
す
が
に
「
耳
を
疑
っ
た
」
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
、「
で
も
教
授
、
そ

れ
は
も
う
二
五
年
も
昔
の
話
で
す
よ
」
と
返
し
た
が
、
フ
ロ
イ
ト
は
「
わ
か
っ
て
い
る
、
で
も
お
前
は
あ
の
時
私
と
親
し
か
っ
た
の
に
」

と
口
ご
も
っ
た
（M

em
oirs, 143

）。
フ
ロ
イ
ト
は
、
か
つ
て
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
ク
ラ
ウ
ス
と
縁
を
切
り
、
自
分
の
忠
実
な
弟
子
で
あ
る
か

の
よ
う
に
振
舞
う
さ
な
か
に
、
当
の
ク
ラ
ウ
ス
に
「
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
を
書
い
た
と
い
う
二
股
を
終
生
許
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
テ
ィ
ム
ズ

は
こ
う
し
た
事
実
か
ら
ク
ラ
ウ
ス
＝
フ
ロ
イ
ト
＝
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
関
係
を
「
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
三
角
関
係
」
と
呼
）
48
（
ぶ
。
弟
子
の
忠
誠
を

め
ぐ
っ
て
、
こ
の
三
者
が
あ
る
種
の
精
神
的
な
「
同
性
愛
」
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
ク
ラ
ウ
ス
と
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
関
係
が
修
復
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ス
は
一
九
二
三
年
一
月
に
恋
人
の
シ
ド
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ニ
ー
・
ナ
ド
ヘ
ル
ニ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ボ
ル
テ
ィ
ン
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
こ
と
を
「
悪
党
」、「
人
を
病
気
に
し
た
て

あ
げ
た
が
る
輩
（Sym

ptom
jäger

）」
と
罵
り
、「
か
つ
て
私
の
『
ノ
イ
エ
・
フ
ラ
イ
エ
・
プ
レ
ッ
セ
』
へ
の
嫌
悪
を
〈
父
親
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
〉
に
還
元
し
た
」
人
間
と
書
い
て
い
）
49
（
る
（
こ
れ
が
、
ク
ラ
ウ
ス
が
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
「
フ
ァ
ッ
ケ
ル
・
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」
報
告
を
知
っ
て
い
た
証

拠
と
さ
れ
て
い
）
50
（
る
）。

　
さ
ら
に
一
九
二
五
年
に
ア
プ
ト
ン
・
シ
ン
ク
レ
ア
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ス
が
一
次
大
戦
後
に
書
き
上
げ
た
反
戦
戯
曲
『
人
類
最
後
の
日
々
』

を
英
訳
出
版
し
た
い
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
際
、
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
話
に
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
提
案
を
拒

否
す
る
。
そ
し
て
こ
の
件
に
関
す
る
書
簡
の
中
で
、
ク
ラ
ウ
ス
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
が
「
遺
憾
な
が
ら
」
か
つ
て
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
の
寄
稿

者
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
暴
露
小
説
を
書
い
て
ク
ラ
ウ
ス
を
辱
め
た
上
に
、
当
の
小
説
執
筆
後
に
「
あ
な
た
な
し
で
は
生
き
て

い
け
な
い
」
な
ど
と
書
い
て
よ
こ
し
た
信
用
な
ら
な
い
人
間
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
自
分
同
様
フ
ロ
イ
ト
に
も
「
絶
交
」
を
言
い
渡
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
）
51
（
る
。
レ
ン
シ
ン
グ
は
こ
の
書
簡
を
引
用
し
つ
つ
、
ク
ラ
ウ
ス
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
へ
の
「
憎
し
み
」
が
、
シ

ン
ク
レ
ア
の
提
案
を
拒
否
す
る
一
因
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
）
52
（

る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
結
果
、
ク
ラ
ウ
ス
の
最
高
傑
作
で
あ
る
『
人

類
最
後
の
日
々
』
は
長
ら
く
英
語
圏
の
読
者
に
は
未
知
の
書
物
で
あ
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ
イ
ト
の
関
係
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ロ
イ
ト
は
ク
ラ
ウ
ス
に
対
す
る
無
視
を
続
け
た
。
公
の

場
で
の
ク
ラ
ウ
ス
批
判
は
存
在
し
な
い
が
、
一
九
二
七
年
に
書
い
た
ア
ル
ノ
ル
ト
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
宛
書
簡
の
中
で
は
ク
ラ
ウ
ス
の
こ
と
を

「
私
の
敬
意
の
ラ
ン
ク
付
け
に
お
い
て
、
最
低
の
場
所
に
位
置
す
る
奴
」
と
こ
き
下
ろ
し
て
い
）
53
（

る
。
ま
た
ク
ラ
ウ
ス
も
一
九
三
四
年
に
刊

行
し
た
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
所
収
の
長
大
な
反
ナ
チ
ス
論
文
「
な
ぜ
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
は
刊
行
さ
れ
な
い
か
」
の
中
で
、
同
時
代
に
お
け
る

「
プ
レ
ス
と
精
神
分
析
に
よ
る
人
間
の
愚
昧
化
」
を
指
摘
す
る
（F890 -905:140, 1934

）。「
ナ
チ
ズ
ム
は
プ
レ
ス
を
否
定
し
た
の
で
は
な

く
、
プ
レ
ス
が
ナ
チ
ズ
ム
を
生
み
出
し
た
」（F890 -905:141

）
と
主
張
す
る
ク
ラ
ウ
ス
の
論
法
に
従
え
ば
、
彼
は
精
神
分
析
を
プ
レ
ス

同
様
ナ
チ
ズ
ム
の
登
場
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
精
神
状
況
を
生
み
出
し
た
元
凶
と
み
な
し
て
い
た
、
と
い
え
）
54
（
る
。
ク
ラ
ウ
ス
が
精
神
分
析
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の
手
法
を
終
生
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
最
晩
年
の
著
作
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
何
人
か
の
論
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ス
は
一
九
一
〇
年
前
後
に
お
い
て
は
フ
ロ
イ
ト
個
人
の
人
格
を
否
定
す
る
よ

う
な
批
判
を
明
示
的
に
は
行
っ
て
い
な
）
55
（
い
。
ク
ラ
ウ
ス
の
批
判
の
多
く
は
フ
ロ
イ
ト
の
弟
子
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
フ

ロ
イ
ト
自
身
も
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
や
グ
ラ
ー
フ
、
ザ
ド
ガ
ー
と
い
っ
た
自
身
の
弟
子
が
行
っ
た
よ
う
な
精
神
分
析
の
安
易
な
応
用
に
は
、
ク

ラ
ウ
ス
同
様
、
批
判
的
で
あ
っ
た
。
ゲ
イ
の
フ
ロ
イ
ト
伝
に
お
い
て
も
、
ク
ラ
ウ
ス
の
精
神
分
析
学
批
判
が
フ
ロ
イ
ト
本
人
と
い
う
よ
り

も
、
あ
く
ま
で
そ
の
図
式
的
応
用
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
フ
ロ
イ
ト
本
人
も
弟
子
た
ち
の
行
う
精
神
分
析
の
通
俗
化
を
嫌
っ

て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
）
56
（

る
。

　
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ
イ
ト
は
二
〇
世
紀
初
頭
に
、
女
性
に
対
す
る
抑
圧
的
な
性
道
徳
や
同
性
愛
を
罪
と
し
て
裁
く
道
徳
＝
法
に
反
対
す
る

共
闘
か
ら
親
交
を
始
め
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
旧
弊
な
性
道
徳
に
反
対
す
る
姿
勢
は
両
者
共
に
終
生
変
わ
っ
て
い
な
い
。
一
次
大

戦
後
、
両
者
は
共
に
反
動
勢
力
に
抵
抗
し
社
会
民
主
党
と
共
和
国
を
支
持
し
た
。
そ
し
て
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
合
邦
の
危
機
の
も
と

エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ド
ル
フ
ス
の
オ
ー
ス
ト
ロ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
が
成
立
す
る
と
、
両
者
は
か
た
く
な
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
固
執
す
る

社
民
党
に
見
切
り
を
つ
け
、
ナ
チ
ス
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
独
立
の
擁
護
者
と
し
て
ド
ル
フ
ス
を
支
持
す
る
。
一
八
四
八
年
革
命
以
降

の
解
放
の
波
に
乗
り
社
会
的
上
昇
を
果
た
し
た
同
化
ユ
ダ
ヤ
人
に
属
す
る
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ
イ
ト
の
人
生
行
路
は
思
っ
た
以
上
に
近
）
57
（

い
。

彼
ら
の
基
本
姿
勢
は
リ
ベ
ラ
ル
な
個
人
主
義
者
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
の
関
係
の
悪
化
は
、
思
想
的
に
全
く
相
容
れ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
を
介
し
た
個
人
的
な
感
情
の
も
つ
れ
が
原
因
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ

イ
ト
の
相
互
批
判
は
、
罵
り
あ
い
で
は
な
く
も
っ
と
生
産
的
な
討
議
に
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
知
識
人
が
短
い
蜜
月
の
後
、

長
い
対
立
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
思
想
史
に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
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＊D
ie Fackel

か
ら
の
引
用
は
、
本
文
中
に
Ｆ
と
略
記
し
、
頁
数
と
刊
行
年
を
記
載
し
た
。

＊
ウ
ィ
ー
ン
精
神
分
析
協
会
の
議
事
録
で
あ
るH

erm
ann N

unberg und Ernst Federn 

（H
g.

）, Protokolle der W
iener Psychoanalytischen 

Vereinigung （1976

＝2008, G
iessen

）
か
ら
の
引
用
は
、
本
文
中
にProtokolle

と
略
記
し
、
巻
数
と
頁
数
を
記
載
し
た
。

＊
フ
リ
ッ
ツ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
自
伝
（Edw

ard Tim
m
s 

﹇ed.

﹈, Freud and the Child W
om

an, The M
em

oirs of Fritz W
ittels, Yale U

ni-
versity Press, 1995

） 

か
ら
の
引
用
は
、
本
文
中
にM

em
oirs

と
略
記
し
、
頁
数
を
記
載
し
た
。

（
1
）  

「
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ
イ
ト
」
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
は
主
に
以
下
の
も
の
を
参
照
し
た
。Erw

in H
artl, Karl Kraus und die Psychoanalyse, 

V
ersuch einer Klarstellung, in: M

erkur, 31, 1977, S. 144 -160; N
ike W

agner, G
eist und G

eschlecht. Karl Kraus und die Erotik 
der W

iener M
oderne, Frankfurt am

 M
ain, 1982, S. 118 -131 

（『
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
精
神
と
性
』
菊
盛
英
夫
訳
、
筑
摩
書
房
、

一
九
八
八
年
、
一
二
五
―
一
三
九
頁
）; Edw

ard Tim
m
s, Sorcerers and Apprentices: The Encounter w

ith Freud, in: Karl Kraus, 
A
pocalyptic Satirist, Culture and Catastrophe in H

absburg Vienna, Yale U
niversity Press, 1986, pp. 94 -114; Thom

as Szasz, 
A
nti-Freud: Karl Kraus

’s Criticism
 of Psychoanalysis and Psychiatry, 1976

＝1990, Syracuse U
niversity Press; Albin W

aldvo-
gel, Karl Kraus und die Psychoanalyse. Eine historische-dokum

entarische U
ntersuchung, in: Psyche, 44 （5

）, 1990, S. 412 -444; 
Beate Petra Kory, Im

 Spannungsfeld zwischen Literatur und Psychoanalyse. D
ie A

useinandersetzung von Karl Kraus, Fritz 
W

ittels und Stefan Zweig m
it dem

 
“grossen Zauberer

” Sigm
und Freud, Stuttgart, 2007; 

ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
プ
レ
ニ
ー
「
フ

ロ
イ
ト
〈
と
そ
の
顚
末
〉

―
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
精
神
分
析
、
も
し
く
は
あ
る
敵
意
の
掛
け
金
」
合
田
正
人
訳
、『
思
想
』
二
〇
一
二
年
、

六
月
号
、
一
七
三
―
一
九
五
頁
。

（
2
）  Tim

m
s, Karl Kraus, p. 94; Szasz, A

nti-Freud, p. 20.

（
3
）  

例
え
ばSigm

und Freud, D
ie 

“kulturelle

” Sexualm
oral und die m

oderne N
ervosität （1908

）, in: G
esam

m
elte W

erke. Band VII, 
1941

＝1993, Frankfurt am
 M

ain, S. 163

（「〈
文
化
的
〉
性
道
徳
と
現
代
の
神
経
質
症
」
道
籏
泰
三
訳
、『
フ
ロ
イ
ト
全
集
』
第
九
巻
、
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
二
七
三
頁
）
を
参
照
。

（
4
）  Sigm

und Freud, Briefe 1873 -1939. Ausgew
ählt und herausgegeben von Ernst L. Freud, Frankfurt am

 M
ain, 1960, S. 248 -

249

（『
フ
ロ
イ
ト
著
作
集
』
第
八
巻
、
生
松
敬
三
他
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
七
四
年
、
二
五
八
―
二
六
〇
頁
）.

（
5
）  H

artl, Karl Kraus und die Psychoanalyse, S. 152; Szasz, A
nti-Freud, p. 21.

（
6
）  Freud, Briefe, S. 248

（
二
五
八
頁
）.
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（
7
）  H

artl, Karl Kraus und die Psychoanalyse, S. 162; Tim
m
s, Karl Kraus, p. 95.

（
8
）  

テ
ィ
ム
ズ
は
同
論
の
掲
載
を
「
幼
児
性
欲
の
強
調
ゆ
え
に
中
傷
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
フ
ロ
イ
ト
」
に
対
す
る
支
援
と
見
て
い
る
（Tim

m
s, 

Karl Kraus, p. 94

）。

（
9
）  H

artl, Karl Kraus und die Psychoanalyse, S. 161. 
（
10
）  Freud, D

ie 

“kulturelle

” Sexualm
oral, S. 163

（
二
七
三
頁
）.

（
11
）  Sigm

und Freud und Sándor Ferenczi, Briefwechsel Band I, 1908 -1911, Eva Brabant, Ernst Falzeder, Patrizia G
im

apieri-
D
eutsch 

（H
g.

）, W
ien, 1993, S. 242. 

（
12
）  

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
に
つ
い
て
は
自
伝
の
ほ
か
、Philip R. Lehrm

an, Fritz W
ittels 1880 -1950, in: Psychoanalytic Q

uarterly, 20, 1951, 
pp. 96 -104

を
参
照
の
こ
と
。
な
お
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
著
作
は
二
冊
邦
訳
さ
れ
て
お
り
、Critique of Love 

（N
ew

 York, 1929

） 

の
邦
訳
で
あ

る
『
愛
の
精
神
分
析
』（
井
沢
三
樹
訳
、
ア
ル
ス
、
一
九
三
〇
年
）
とSex H

abits of A
m
erican W

om
en 

（N
ew

 York, 1951

） 

の
邦
訳
で
あ

る
『
性
と
女
』（
柴
田
実
訳
、
啓
明
社
、
一
九
五
四
年
）
が
あ
る
。

（
13
）  Leo A. Lensing, 

“Geistige V
äter

” & 

“das Kindw
eib

”. Sigm
und Freud, Karl Kraus und Irm

a Karczew
ska in der Autobiogra-

phie von Fritz W
ittels, in: Forum

, 430 -431, 1989, S. 62 -71; Edw
ard Tim

m
s, The 

‘Child-W
om

an

’: Kraus, Freud, W
ittels and 

Irm
a Karczew

ska, in: Vienna 1900: From
 A

ltenberg to W
ittgenstein, Edw

ard Tim
m
s and Ritchie Robertson 

（ed.

）, Edinburgh 
U
niversity Press, 1990, pp. 87 -107; Leo A. Lensing, 

“Freud and the Child W
om

an

” or 

“Kraus Affair

”? A Textual 

“Reconstruc-
tion

” of Fritz W
ittels Psychoanalytic Autobiography, in: The G

erm
an Q

uarterly, vol. 69, no. 3, Sum
m
er, 1996, pp. 322 -332.

（
14
）  

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
自
伝
の
編
集
者
で
あ
る
テ
ィ
ム
ズ
は
、
自
身
の
ク
ラ
ウ
ス
伝
を
含
め
、
従
来
の
研
究
に
お
け
る
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
と
ク
ラ
ウ
ス

や
フ
ロ
イ
ト
の
関
係
性
を
め
ぐ
る
議
論
が
「
不
確
定
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
同
自
伝
の
発
見
に
よ
り
三
者
の
関
係
性
の
詳
細
な
再

構
成
が
可
能
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（Tim

m
s, The 

‘Child-W
om

an

’, p. 87

）。

（
15
）  

こ
の
論
文
は
、
ク
ラ
ウ
ス
と
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
を
当
時
の
刑
法
と
の
関
連
か
ら
検
討
し
たReinhard M

erkel, Strafrecht und Satire im
 

W
erk von Karl Kraus, Frankfurt am

 M
ain, 1998, S. 408 -417

に
お
い
て
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）  Frank W

edekind, M
utter und Kind, in: M

orgen, W
ochenschrift für deutsche Kultur, 14 Juni 1907, S. 61 -62.

（
17
）  Tim

m
s, Karl Kraus, pp. 75 -80. 

同
著
に
は
上
演
の
際
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）  W

edekind, M
utter und Kind, S. 62.



法学政治学論究　第99号（2013.12）

194

（
19
）  M

irko N
ottscheid （H

g.

）, Karl Kraus-Frank W
edekind. Briefwechsel 1903 bis 1917, W

ürzburg, 2008, S. 98 -99, 204 -205.

（
20
）  W

agner, G
eist und G

eschlecht, S. 129

（
一
三
七
頁
）; Tim

m
s, The 

‘Child-W
om

an

’, p. 91.
（
21
）  

た
だ
し
『
議
事
録
』
の
注
に
よ
る
と
、
フ
ロ
イ
ト
は
後
に
愛
か
ら
憎
し
み
へ
の
転
移
と
い
う
考
え
方
を
捨
て
、
両
者
を
異
な
る
欲
動
と
し
て
論

じ
る
よ
う
に
な
る
（Protokolle I, S. 155

）。

（
22
）  
レ
ン
シ
ン
グ
は
ヒ
ッ
チ
ュ
マ
ン
の
批
判
を
重
視
し
、
こ
れ
が
ク
ラ
ウ
ス
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。Lensing, 

“Geis-
tige V

äter
”, S. 64.

（
23
）  Protokolle I, S. 182

に
は
そ
の
概
略
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。
記
録
が
な
い
理
由
を
、
テ
ィ
ム
ズ
は
「﹇
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
の
﹈
主
題

―
早

熟
で
、
ま
っ
た
く
抑
制
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
崇
拝

―
が
〈
学
問
的
会
議
〉
の
速
記
記
録
に
残
る
こ
と
は
あ
ま
り

に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
」
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
注
記
し
て
い
る
（M

em
oirs, p. 169

）。
一
方
で
レ
ン
シ
ン
グ
は
、「
偉
大
な
ヘ

タ
エ
ラ
」
報
告
が
「
女
医
」
報
告
以
上
に
厳
し
い
批
判
を
浴
び
た
が
ゆ
え
に
、
記
録
を
あ
え
て
残
さ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る

（Lensing, 

“Geistige V
äter

”, S. 64

）。

（
24
）  Tim

m
s, Karl Kraus, p. 71; W

agner, G
eist und G

eschlecht, S. 132 ff （
一
四
一
頁
以
下
）.

（
25
）  

フ
ラ
ン
ク
・
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト
『
地
霊
・
パ
ン
ド
ラ
の
箱
』
岩
淵
達
治
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
六
年
、
一
三
頁
。

（
26
）  Lensing, 

“Geistige V
äter

”, S. 64.

（
27
）  

例
え
ば
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
自
身
の
恋
人
イ
ル
マ
に
関
し
、「
神
経
症
と
は
抑
圧
と
葛
藤
の
産
物
な
の
だ
か
ら
、
彼
女
は
わ
れ
わ
れ
の
神
経
症
的

な
時
代
に
は
適
合
し
な
い
、
非
神
経
症
的
な
魂
を
持
っ
た
原
型
な
の
だ
」
と
み
な
し
て
い
た
（M

em
oirs, 62

）。
す
な
わ
ち
誰
の
男
の
も
の
に
も

な
ら
ず
奔
放
な
性
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
女
性
は
神
経
症
に
な
る
こ
と
は
な
い
、
と
彼
は
想
定
し
て
い
た
。

（
28
）  

ゲ
ー
テ
の
詩
『
魔
法
使
い
の
弟
子
』
と
は
、
魔
法
使
い
の
老
師
が
い
な
い
間
に
、
そ
の
弟
子
が
う
ろ
覚
え
の
魔
法
を
使
っ
て
箒
に
水
汲
み
を
さ

せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
魔
法
を
解
く
呪
文
を
忘
れ
た
た
め
家
中
が
水
浸
し
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
非
常
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
作
品
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
ポ
ー
ル
・
デ
ュ
カ
ス
が
曲
を
つ
け
て
お
り
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
映
画
『
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
』
に
も
登
場
す
る
。

（
29
）  Fritz W

ittels, Freud and his Tim
e: The Influence of the M

aster Psychologist on the Em
otional Problem

s in O
ur Lives, N

ew
 

York, 1931, pp. 406 -407.

（
30
）  

こ
の
作
品
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
ラ
プ
レ
ニ
ー
「
フ
ロ
イ
ト
〈
と
そ
の
顚
末
〉」
も
参
照
の
こ
と
。

（
31
）  

『
ゲ
ー
テ
全
集
』
第
一
巻
、
人
文
書
院
、
一
九
六
〇
年
、
二
四
〇
―
二
四
三
頁
。
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（
32
）  Tim

m
s, Karl Kraus, pp. 96, 103; Szasz, A

nti-Freud, p. 23; 

ラ
プ
レ
ニ
ー
「
フ
ロ
イ
ト
〈
と
そ
の
顚
末
〉」
一
七
四
頁
。

（
33
）  

「Talent

」
と
い
う
単
語
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
邦
訳
『
黒
魔
術
に
よ
る
世
界
の
没
落
』（
山
口
裕
之
・
河
野
英
二
訳
、
現
代
思
潮
新
社
、
二
〇

〇
八
年
）
の
訳
者
解
説
（
三
六
一
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
本
文
中
に
後
述
す
る
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
批
判
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
も
、
ク
ラ

ウ
ス
は
「Talent

」
批
判
と
い
う
形
で
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
批
判
を
展
開
し
て
い
る
（F266: 20, 1908

）。

（
34
）  Peter G

ay, Freud, A
 Life for O

ur Tim
e, N

ew
 York, 1988, p. 250 （『

フ
ロ
イ
ト
』
第
一
巻
、
鈴
木
晶
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
七
年
、

二
九
六
―
二
九
七
頁
）. 

こ
こ
で
ゲ
イ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ロ
イ
ト
本
人
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
最
晩
年
の
論
文
「
分
析
に
お
け
る
構

築
」
で
と
り
あ
げ
、
自
分
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
単
純
化
を
行
う
こ
と
は
な
い
と
抗
弁
し
て
い
る 

（Sigm
und Freud, Konstruktionen in der 

Analyse 

（1937
）, in: G

esam
m
elte W

erke Band XVI, Frankfurt am
 M

ain, 1950

＝1993, S. 41 -56

﹇「
分
析
に
お
け
る
構
築
」
渡
邊
俊

之
訳
、『
フ
ロ
イ
ト
全
集
』
第
二
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
三
四
一
―
三
五
七
頁
﹈）。

（
35
）  Karl Popper, Conjectures and Refutations, The G

rowth of Scientific Knowledge, London, 1963

＝1969, pp. 34 -38 （『
推
論
と
反

駁

―
科
学
的
知
識
の
発
展
』
藤
本
隆
志
・
石
垣
壽
郎
・
森
博
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
〇
年
、
五
八
―
六
五
頁
）.

ク
ラ
ウ
ス
と
ポ

パ
ー
の
批
判
の
比
較
に
つ
い
て
はSzasz, A

nti-Freud, pp. 72 -76

を
参
照
の
こ
と
。

（
36
）  Tim

m
s, The 

‘Child-W
om

an
’, p. 95. 

先
述
し
た
こ
の
本
の
精
神
分
析
協
会
で
の
合
評
会
に
お
い
て
も
、
フ
ロ
イ
ト
は
こ
の
本
の
エ
ピ
グ
ラ

ム
に
あ
る
「ausleben

」
と
い
う
単
語
を
あ
え
て
用
い
て
、「『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
は
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
解
放
（Ausleben

）
を
支
持
す
る
が
、

わ
れ
わ
れ
精
神
分
析
協
会
は
そ
れ
と
は
異
な
る
」、
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
行
っ
て
い
る
（Protokolle II, 81

）。
つ
ま
り
同
著
が
ク
ラ
ウ
ス
的
著

作
で
あ
る
こ
と
を
、
フ
ロ
イ
ト
自
身
も
認
め
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

（
37
）  

ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
は
こ
の
批
判
に
つ
い
て
、「
ほ
と
ん
ど
が
私
以
外
の
誰
も
、
そ
の
意
味
を
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る

が
（M

em
oirs, 91

）、
ク
ラ
ウ
ス
・
サ
ー
ク
ル
で
は
そ
の
意
味
は
自
明
の
こ
と
で
、
そ
の
う
ち
の
一
人
カ
ー
ル
・
ハ
ウ
ア
ー
は
一
二
月
三
日
付
の

ク
ラ
ウ
ス
宛
書
簡
の
中
で
「
あ
な
た
のW

﹇ittels

﹈
に
対
す
る
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
は
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
奴
が
ど
ん
な
反
応
を
示
す
の
か
楽
し

み
で
す
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
（Lensing, 

“Geistige V
äter

”, S.67
）。

（
38
）  Tim

m
s, The 

‘Child-W
om

an

’, p. 96.

（
39
）  

ア
ニ
ー
は
早
く
も
創
刊
当
初
の
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』（F2: 28 -29, 1899
）
で
言
及
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ウ
ス
お
気
に
入
り
の
女
優
で
、
彼
は
舞
台

へ
の
出
演
交
渉
か
ら
、
結
核
に
罹
っ
た
ア
ニ
ー
の
看
病
、
さ
ら
に
は
彼
女
が
夭
逝
し
た
後
の
、
故
人
の
名
誉
を
汚
す
新
聞
記
事
へ
の
訴
訟
に
至
る

ま
で
色
々
と
世
話
を
焼
い
た
。
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
りTim

m
s, Karl Kraus, pp. 72 -75

を
参
照
の
こ
と
。
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（
40
）  

「
女
性
の
美
的
天
才
性
」
と
は
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』（F81: 18 -21, 1901

）
に
お
い
て

―
ペ
ー
タ
ー
・
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
の
書
簡
と
い
う

形
で

―
ア
ニ
ー
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
部
分
に
あ
た
る
。

（
41
）  Ernest Jones, Sigm

und Freud, Life and W
ork, vol. II, London, 1958, pp. 133 -134

（『
フ
ロ
イ
ト
の
生
涯
』
竹
友
安
彦
・
藤
井
治
彦

訳
、
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
六
九
年
、
一
〇
六
頁
）.

（
42
）  Szasz, A

nti-Freud, pp. 25 -26; Tim
m
s, Karl Kraus, p. 103; Lensing, 

“Geisitige V
äter

”, S. 62; Kory, Im
 Spannungsfeld zwisch-

en Literatur und Psychoanalyse, S. 32.

（
43
）  G

eroge C. Avery 

（H
g.

）, Feinde in Scharen. Ein wahres Vergnügen dazusein. Karl Kraus ‒ H
erwarth W

alden Briefwechsel 
1909 -1912, G

öttingen, 2002, S. 160, 469.

（
44
）  Freud und Ferenczi, Briefwechsel, S. 213. 

た
だ
し
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
第
二
九
四
号
に
は
、
第
三
〇
〇
号
ほ
ど
明
確
な
形
で
の
精
神
分
析

へ
の
批
判
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
フ
ロ
イ
ト
が
言
う
「
不
快
な
攻
撃
」
が
何
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
前
注
に
挙
げ
た
ク
ラ
ウ
ス
と

ヴ
ァ
ル
デ
ン
の
往
復
書
簡
集
の
編
者
は
、
ク
ラ
ウ
ス
が
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
報
告
の
内
容
を
す
ぐ
に
察
知
し
、
そ
れ
に
対
し
て
自
己
防
衛
を
行
う
と
公

言
し
た
こ
と
に
反
応
し
て
、
フ
ロ
イ
ト
が
こ
の
よ
う
な
内
容
の
書
簡
を
書
い
た
と
推
測
し
て
い
る （Feinde in Scharen, S. 469

）。

（
45
）  

同
じ
く
四
月
一
二
日
付
の
フ
ェ
レ
ン
ツ
ィ
宛
書
簡
の
中
で
も
フ
ロ
イ
ト
は
「
フ
ァ
ッ
ケ
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
は
精
神
分
析
に
向
け
て
彼
の
ウ
ィ
ッ
ト

の
愚
か
な
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
て
き
ま
し
た
ね
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
〈
文
化
闘
争
者
〉
が
あ
え
て
行
う
こ
と
を
見
る
の
は

興
味
深
い
も
の
で
す
」
と
書
い
て
い
る 

（Freud und Ferenczi, Briefwechsel, S. 241 -242

）。
フ
ロ
イ
ト
が
い
か
に
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
注

意
を
払
っ
て
い
た
の
か
は
こ
う
し
た
事
実
か
ら
明
白
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
46
）  Tim

m
s, The 

‘Child-W
om

an

’, p. 97.

（
47
）  Freud und Ferenczi, Briefwechsel, S. 305.

（
48
）  Tim

m
s, The 

‘Child-W
om

an

’, p. 104.

（
49
）  Karl Kraus, Briefe an Sidonie N

ádherný von Borutin 1913 -1936, M
ünchen, 1974, Band I, S. 569 und Band II, S. 344.

（
50
）  H

artl, Karl Kraus und die Psychoanalyse, S. 147.

（
51
）  Leo A. Lensing, Karl Kraus as 

“Volksklassiker

”? U
pton Sinclair and the Translation of D

ie letzten Tage der M
enschheit （In-

cluding an unpublished Kraus m
anuscript

）, in: D
eutsche Vierteljahresschrift für Literaturwissehschaft und G

eistesgeschichte, 
59, 1984, S. 156 -168.
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（
52
）  Lensing, Karl Kraus as 

“Volksklassiker

”?, S. 167.

（
53
）  Sigm

und Freud und Arnold Zw
eig, Briefwechsel, Frankfurt am

 M
ain, 1967, S. 11.
（
54
）  

こ
の
ク
ラ
ウ
ス
の
精
神
分
析
批
判
、
プ
レ
ス
批
判
、
ナ
チ
ズ
ム
批
判
の
思
想
的
連
関
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
上
別
稿
の
課
題
と
し

た
い
。

（
55
）  Tim

m
s, Karl Kraus, p. 113; W

agner, G
eist und G

eschlecht, S. 120

（
一
二
七
頁
）.

（
56
）  G

ay, Freud, pp. 214 -215

（
二
五
三
―
二
五
四
頁
）.

（
57
）  

両
者
の
経
歴
、
思
想
の
類
似
性
に
つ
い
て
はKory, Im

 Spannungsfeld zwischen Literatur und Psychoanalyse, S. 50 ff

を
参
照
の
こ
と
。

※ 

本
論
文
は
「
博
士
課
程
学
生
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
並
び
に
「
卓
越
し
た
大
学
院
拠
点
形
成
支
援
補
助
金
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。
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